
「帯広の森」を未来へつなぐ「帯広の森」を未来へつなぐ
第 4 章第 4 章
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事業目的

　帯広の森は、百年の大計で森づくりに取り組ん
でおり、令和 6 年に造成開始から 50 年を迎える。
この大きな節目に、市民協働による実行委員会方
式で記念事業を実施し、半世紀に及ぶこれまでの
取り組みや森の成長を振り返り、市民の身近な憩
いや安らぎの場等としての帯広の森の価値や魅力
を、次の世代に引き継ぐことを目的とする。

事業コンセプト

　「過去の軌跡・現状把握・未来へつなぐ」をコン
セプトとし、それぞれの記念事業において、半世紀
の軌跡（まちづくりと帯広の森）、帯広の森の今（植
生・整備・利活用）、次世代へ引き継ぐ（森とまち
づくりの思い）を意識した事業内容としている。

事業内容

実行委員会実施事業

記念ロゴマーク

フォトコンテスト

記念植樹・森づくりの集い

シンポジウム

絵本作成（漫画冊子・写真絵本）

記念誌

帯広市実施事業

高校生フォトコンテスト

帯広市共通封筒PR広告掲載

記念ホームページ

帯広の森展示キャラバン（小学校・義務教育学校）

YouTube 動画作成

帯広の森に関するアンケート

広報おびひろ特集記事

実行委員会名簿
役職名 氏名 所属団体等

顧 問 高橋　猛文 元市民植樹祭実行委員長

顧 問 林　　光繁 元市民育樹祭実行委員長

委 員 長 三日市則昭 帯広市緑化審議会

副委員長 礒野　照弘 森の回廊＠十勝

副委員長 澁谷　洋一 元植樹祭実行委員会

赤嶺太紀子 帯広市 都市環境デザイン
委員会

伊藤　育子 エゾリスの会

今村　江穂 NPO法人 ぷれいおん・とかち

小原　和弘 帯広の森サポーターの会

清水　美晴 国際ソロプチミスト帯広
（帯広市緑化審議会）

橋枝　篤志 帯広商工会議所 参与

畠山八重子 元森の少年隊指導委員会

山田　英和 元植樹祭実行委員会

大熊　　勳 みどりと花のセンター

日月　　伸 帯広の森指定管理者

宮崎　直美 帯広畜産大学 助教

黒野　正博 帯広市 みどりの課長

監 査 藤生　浩史 一般財団法人 日本森林林業
振興会 札幌支部帯広支所

監 査 馬渕　征雄 報徳会

実行委員会会議開催内容等

令和 5年 2 月 9 日
　設立準備委員会及び実行委員会立ち上げ
令和 5年 2 月 9 日～令和 6年 6 月 7 日
　実行委員会　計 7回開催
令和 5年 3 月 24 日～令和 6年 3 月 21 日
　企画運営委員会　計 7回開催
令和 5年 8 月 28 日～
　各記念事業ごとにグループ会議を実施

第1節 帯広の森50周年記念事業

帯広市 みどりの課

記念事業及び実行委員会
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事業概要

制 作 日 令和 6年 2月 20日

制 作 者
デザイン工房・金澤
代表　金澤　和彦

制作目的
帯広の森の魅力や周年事業をより広く発信
し、様々な周年事業の機運を高めること

イメージ

■市民の手で作られている帯広の森の特性を表現し
ている。
■子どもから大人までわかりやすく、親しみやすい
もの。
■一体感のあるデザインとし、帯広の地域性、帯広
の森の歴史や豊かさ、帯広の森の思いを次世代に
つないでいく。
■ロゴ単体と 50周年併記、日本語表記と英語表記の
複数パターンを制作。

要　素

■ロゴマーク中央の手は、市民の手で作られている
ことを表現し、大きな手（大人）と小さな手（子ども）
が幹を表現している。
■手を囲み配置されているものは左から、エゾリス、
ヤマモミジ、ミドリシジミ、カシワ、オオバナノ
エンレイソウ、ゴジュウカラ、ドングリであり、
すべて帯広の森を代表する動植物である。
■ 1975 ～∞は、造成開始（1975 年）からこれまで
つないできた森づくりの思いが、これから先もずっ
とつながっていくことを表現している

（参考）
　令和6年度帯広市共通封筒に掲載

　これまで使用してきているロゴマーク

記念ロゴマーク
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事業概要

　〈周知チラシ〉

事業目的

　フォトコンテストをきっかけに帯広の森を訪れ、
帯広の森を知ってもらうことや利活用のきっかけ
づくりとなること。

募集イメージ

　テーマは「あなたにとって帯広の森とは」であり、
撮影者それぞれが感じる帯広の森の魅力を撮影し
てもらえるものとした。
　また、募集期間以前の写真でも可とし、帯広の
森の歴史が感じられる写真も募集したところ、当
時の植樹祭の写真などの応募があった。

　応募総数	 206 作品
　うち受賞作品	 24 作品
　　　・最 優 秀 賞	 1 作品
　　　・優   秀   賞	 3 作品
　　　・優　良　賞	 20 作品
　（帯広の森へのいざないに掲載）

展示会

日　付：令和 6年 9 月 27 日～令和 6年 10 月 3 日
場　所：とかちプラザ 1階　アトリウム
内　容：令和 6 年 9 月 29 日開催のシンポジウムに

合わせて、森づくり活動団体に関するパ
ネルや帯広の森歴史パネルとともに、帯
広の森フォトコンテスト及び帯広の森高
校生フォトコンテストの受賞作品を展示
した。

帯広の森高校生フォトコンテスト（参考）

募集期間 令和 5年 8月 1日～令和 5年 11月 15日

対 象 者 十勝管内の高等学校に在籍する生徒

応募部門 森の風景・生き物部門、人物部門

事業目的
帯広の森 50 周年記念事業フォトコンテス
トの先行事業として、同様の事業目的を
もって実施したもの。

応募総数 54作品

展 示 会
令和 6年 2月 7日～令和 6年 4月 11日

公共施設等 8か所で実施

フォトコンテスト

9月29日 展示会の様子
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事業概要

実 施 日 令和６年５月 19日（日）

参 加 者

総勢：約 100名

記念植樹：高橋幹夫元市長
　　　　　砂川敏文前市長
　　　　　米沢則寿市長
　　　　　森の里小学校児童３名
　　　　　大空学園義務教育学校生徒４名
森づくりの集い：植樹活動 28名
　　　　　　チョウセンゴヨウ抜き 30名

（森づくりの集いサポート）
帯広の森 50周年記念事業実行委員会
同会事務局（帯広市みどりの課）
森づくり活動団体メンバー
十勝造園緑化建設業協議会
※その他一般見学者など

事業目的

　記念事業の軌跡を帯広の森に残し、森づくりや
まちづくりの思いを未来へつなぐとともに、記念
植樹をきっかけに、市民が帯広の森を知り訪れる
機会となること。

会場図

当日の様子

　当日は快晴で、最高気温が 29.5℃と５月の平均
気温よりも 15℃以上高い絶好のコンディションの
中で、認定NPO法人子どもと文化のひろば　ぷれ
いおん・とかち主催の「森のこどもらんど」も同
日に開催しており、帯広の森・はぐくーむ周辺は
朝から多数の来場者が訪れていた。
　記念植樹は、大勢の参加者に見守られながら、
高さ約３メートルのハルニレを１本植樹した。

　記念植樹後、森づくりの集いを植樹活動とチョ
ウセンゴヨウ抜きに分かれて実施し、植樹活動で
は親子で参加している方などが、帯広の森にある
カシワやコブシ、ヤチダモなど 10 種類の苗木を植
樹したほか、チョウセンゴヨウ抜きでは昭和 55 年
植樹区エリア西側道路沿いに自生しているチョウ
センゴヨウ（外来種）の稚樹を抜いた。

帯広の森・はぐくーむ

記念植樹会場

吉村像

記念植樹・森づくりの集い

記念植樹参加者

全体集合写真
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事業概要

　〈周知チラシ〉

開催日時
令和 6年 9月 29日（日）
13：00～ 17：30

開催場所 とかちプラザ 1階　大集会室

参加者数 89人（うちワークショップ 23人）

事業目的

　シンポジウムを通じて、50 年の帯広の森づくり
を振り返り、将来の帯広の森の姿や利活用のあり
方などについて考えることで、市民の森づくりへ
の参加意識を高める。

市民参加型ワークショップ

13：05 ～報告、ワークショップ説明
●日月委員から、帯広市の歴史、帯広の森の成り
立ち、現在の帯広の森に関する内容の報告及び
ワークショップについて説明
13：25 〜市民参加型ワークショップ

テーマ「自分ごとワークショップ」
　帯広の森が造られた歴史や文化、50 年に至るあ
らゆるプロセス、帯広の森が持つポテンシャルな
ど、帯広市民として貴重な財産である帯広の森を
理解すること、そして市民の生活の一部となりう
る可能性を、一人ひとりが自分ごととして考え、
意見を引き出し、この先の帯広の森の目指すべき
姿を会場全体で考える場となるよう実施した。
　グループごとに、①アイスブレイク、②自己紹介、
③帯広の森の好きなところ、嫌いなところ、④今
から 50 年後、造成開始から 100 年を迎える「帯広
の森」に、「何があれば」あるいは「何ができるよ
うになれば」みんなが幸せか、について意見を出し、
発表内容を取りまとめた。
（グループごとの内容は、P139 ～ 142 参照）
　また、一般参加者からも意見を聴取するため、
会場内に上記④と同じテーマでホワイトボードを
設置した。

15：05 ～ワークショップ発表

● 4グループそれぞれが考えた内容を発表

基調講演

15：25 ～基調講演、ワークショップ講評
　「世界に誇るグリーンインフラ・帯広の森」と題
して、中央大学研究開発機構・機構教授　東京大
学名誉教授　石川幹子氏による基調講演と、市民
参加型ワークショップに対する講評を実施した。
（講演内容は、P143 ～ 156 参照）
パネルディスカッション

16：30 ～パネルティスカッション

帯広の森50周年記念シンポジウム
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［コーディネーター］
　山田　英和氏
　（帯広の森 50 周年記念事業実行委員会）
［パネラー］
　石川　幹子氏
　金清　典広氏
（一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 会長 
高野ランドスケーププランニング株式会社 代表取締役）
　今村　江穂氏
（認定NPO法人子どもと文化のひろば ぷれいお
ん・とかち 理事長）

　「帯広の森を未来へつなぐ」をテーマに、これか
らの帯広の森を考えるパネルディスカッションを
実施した。
（ディスカッション内容は、P157 ～ 165 参照）

関連事業

開催期間 令和 6年 9月 27日～令和 6年 10月 3日

開催場所 とかちプラザ 1階　アトリウム

開催内容

①帯広の森に関する展示
　・歴史パネル、巨大航空写真
②R5.R6 フォトコンテストの展示
③木のおもちゃふれあいコーナー
　・ポテトイ、からっく、木のプール
　・木育に関する展示
　※十勝総合振興局林務課協力
　・「帯広の森」の木材を使った
　　カスタネット作成体験
④森づくり活動団体に関する展示
　・活動、イベントの周知
　・森づくり活動団体パネル展示

来場者数
342人（アトリウム延べ人数）
  24 人（カスタネット作成体験）

ワークショップ、パネルディスカッション等参加者集合写真
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参加者一覧

山川　晋示、北久保　希愛、能登　綾香、
佐々木　梨江、礒野　照弘、田中　裕史、
井口　百合香、赤嶺　太紀子（ファシリテーター）

グループ内での議論について

　まずは帯広の森のいいところと残念なところを
書き出していただきました。いいところは「まち
に近い」「広く、自然が豊かで生き物がたくさん」
といった声の一方で課題・残念なところは「森を
知らない人が多い」「使われていない」という声が
圧倒的に多くでました。街に近い森がいいところ
なのに、バスがなく車でしか行けない。という利
用上の課題が明確になりました。
　この意見を踏まえて、50 年後の「帯広の森」に、
「何があれば」あるいは「何ができるようになれば」
みんなが幸せか意見を出し合い、大きく３つの課
題と対策を書き出しました。
１)知られていない、使われていないを解消するた
めに、情報発信の強化、学校利用の促進、ネット
も使用した新しいアプリの開発など。
２)より多くの人が行きやすくなるように「散策路
入り口」のようなバス停を整備したり、十勝らし
さも反映して馬車で行けると楽しい。
３)森のよさをもっと高め、広めるための活動とし
て、自然活動と文化的活動を両方行うことや、自
然度を高め本来の在来植生に近づけていくこと。
　グループワークのタイトルは「来てみたくなる
森」としました。これからたくさんの人に利用さ
れる帯広の森となること、市民だけではなく旅行

者も訪れるような帯広のアイコンとして愛される
場所になってほしいという思いを込めています。

ファシリテーター感想

　とても個性的なアイディアが多数生まれ、50 年
後の帯広の森の姿をわくわくして想像することが
できました。特に「森へのアクセス」については
行きやすさだけではなく馬を用いる十勝らしい文
化を織り交ぜる発想は、地域のアイデンティティ
に根差しとても魅力的なアイディアです。また、
「もっと森と積極的に関われたらいいのに」という
率直な欲求から「手のひらに乗る分は採っても良
い」という森のおきてという発想は市民一人一人
が森を楽しむことと森の生命力を共存させる素敵
な意見でした。ワークを通じて積極的に森と関わ
る十勝・帯広らしい新たな文化の創造、そこでい
きいきと森を楽しむ人々の姿、人々の活動から一
層多様で豊かに育つ自然環境というポジティブな
関係性。その上に愛される 100 年の帯広の森の姿
をグループの皆さんと語り合えたことに感謝いた
します。このアイディアが１日で終わらず、新た
な交流や活動のきっかけとなれるよう、シンポジ
ウムに関わった人間として取り組んでいきます。

ワークショップ第１グループ
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参加者一覧

山越　芽依、関口　翔太、阿部　真由子、
永守　祥嗣、久保　美香、
宮崎　直美（ファシリテーター）

グループ内での議論について

　最初に「帯広の森の好きなところ」について、自
由に意見を出し合った。森で生き物に出会える驚き
や楽しさなどが挙げられた。次に、「森の嫌いなと
ころ／課題」について、意見を出した。自宅から遠
くてアクセスしづらいこと、森を知らない人が多く
て市民に浸透していないことなどが挙げられた。こ
れらを踏まえ、50 年後の帯広の森に「何があれば」
あるいは「何ができるようになれば」皆が幸せかに
ついて考えた。森では生き物と出会い、見るだけで
なく、虫の声が聞こえるなど四季を感じられる自然
が最大の魅力であることを確認した。また、虫の声
を楽しみ、四季を感じるのは日本人独特の感性で、
こういった感覚を持ち続けながら、帯広の森の自然
を大切にし、50 年後もつないでいきたいという話
題が出た。そのために自分ごととして帯広の森に関
わるには何が必要かを話し合った。森で宿泊キャン
プができると新たな層を引き込めるといったアイデ
アや、市内の他の公園にも帯広の森を知ることがで
きるサテライトブースなどを設置するといったアイ
デアが出された。誰がそれを担うかについては、こ
れまで帯広の森に関わってきた人の中でも、子ども
のころから親しんできた高校生などの若い世代が講
師になることで、幅広い世代から注目を得られると
いった提案が出た。帯広の森に触れる新たなきっか

けや、森と市民をつなぐ新たな担い手の存在によっ
て、50 年後、人も動物も輝く自分たちの森として
育んでいきたいという提案をまとめた。

ファシリテーター感想

　参加者から最も意見を引き出したいテーマであ
る、「50 年後の帯広の森」を話し合う中で感心した
のが、帯広の森の四季ある自然の魅力は、日本人だ
からこそ感じられるもので、これからも自分ごとと
して森に関わろうという意見が出たことだった。こ
れまで私は少しでも多くの人に帯広の森に関心をも
ち続けてもらおうと試行錯誤してきた。100 年の森
づくりには、これからも多くの力が必要で、市民に
とって帯広の森に関わることは当然、ぜひ一緒にや
ろうという気持ちで森のことを伝えてきた。そこに、
帯広の森の自然を将来につなぐことは日本人として
当然という意見は、とても心強いものであり、少し
のしくみや働きかけで、帯広の森を育む仲間がもっ
ともっと増える大きなムーブメントを生み出せるよ
うな気がした。また、帯広の森のことを伝える担い
手について、最初はグループで具体的な意見が出に
くかった。しかし、幼い頃から行事などを通して森
に親しんできた高校生の山越さん自ら、高校生が
リーダーになりたいという素晴らしい意見が出され
た。この発言は、長年の帯広の森の取り組みが、継
続的に森を育むことの大切さや、多くの人の行動・
協力の不可欠さ、そのための方法を皆で考える必要
があるという意識を、若い世代に植えつけることが
できた結果のひとつと言えるのではないだろうか。

ワークショップ第２グループ
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参加者一覧

安斉　美星、二村　奏、中山　大志、
大井　和美、嶋野　奈津美、清水　隆典、
大石　拓人（ファシリテーター）

グループ内での議論について

　まず、自己紹介の際に参加者の原体験「私と森（自
然）」を話してもらった。帯広の森に限らず、出身地
で森や自然の中で過ごした思い出を語り合い、グルー
プ内でどのような人が参加しているのかを一人ずつ
発表しあった。
　自己紹介後、帯広の森の印象をそれぞれ付箋に書
き出し、発表しあった。森の魅力的なところ、課題
を思いついたままにキーワードだけ書き出してもら
い、発表してもらう際には背景や補足を加えてもらっ
た。癒やしや気軽さなどの肯定的な意見が多い中、
昼でも暗い、公共交通が少ないなど、各自「もっと
こうだったらいいのに」と思うところも少なからず
あり、うなずきながら話を聞いていた。
　次に、これから帯広の森でやってみたいことを聞
いてみたところ、教育活動や安らぎの時間、キャンプ、
サバイバルゲームなど多彩なアイディアが出てきた。
　最後に 50年後の森がどうなっていたらいいかを考
えるうえで、これまで書き出したキーワードを俯瞰
してみたり、項目分けしたりすると、第３グループ
は人（市民）が話題の核となっていることに気づいた。
テーマであるみんなが幸せな森となるためには、「50
年後も市民から必要とされる森」であり続けること
が重要であり、そのために、森と一緒に、人も育て
ていかなければならないという結論に至った。

ファシリテーター感想

　ワークショップ中は終始和やかに進み、意見も
活発に出てきて、参加者も積極的に参画してくれ
たと思う。印象的だったのが、森と人との距離感
という意見が魅力と課題の両方から出ており、年
代や立場、生活スタイルによる感じ方の違いを実
感した。距離感の中には物理的な距離、心的距離、
野生動植物との距離、様々な意味合いが含まれて
おり、帯広の森をはじめ市内の自然への関心の高
さにも驚いた。参加者の一人から発せられた「森
と育つ」。この一言にこれからの森と市民が築く、
より良い関係が集約されていると感じる。帯広の
森が公園や緑地としての役割だけでなく、教育や
文化的な価値が付随している場所と認識してくれ
ていることも、これまで、市民活動やはぐくーむ
で行ってきた森づくり活動の一つの成果だと考え
る。
　一方で、森に対する興味の薄い層へのアプロー
チが課題であり、積極的な広報と次世代に向けた
森づくり文化への昇華と引き継ぎ、安心して森に
入れるような環境整備をこれまで以上に期待され
ていると感じた。

ワークショップ第３グループ
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参加者一覧

佐藤　柑太郎、角谷　夏望、千葉　由香、
小野木　良、嶋野　丈治、
大熊　勳（ファシリテーター）

グループ内での議論について

　第 4 グループのメンバーは、はぐくーむの音楽
祭に生徒とともに参加したことのある小学校の先
生や、トレーニングとしてのランニングのフィー
ルドとして帯広の森を日頃から使っている大学生、
親子での森づくり活動を進めている NPO のメン
バーなど、多様な形で帯広の森を活用している方々
で占められていた。
　ワークショップの時間では帯広の森の良いとこ
ろとして、森という環境が持っている良さ（景観
の良さ、空気の美味しさなど）と、実施できる体
験活動の良さ（森づくり活動やスポーツなど）が
話題に上がり、過去から現在にかけて森の魅力が
認知され、活用されてきたことの素晴らしさにつ
いて共有できた。
　帯広の森の課題として、森の魅力の知名度が低
いことが挙げられた。せっかくの魅力が多くの人
に伝わっていない現状は、森の魅力が後世に継承
されていかない可能性を示唆しており、解決すべ
き課題としてメンバーみんなで合意した。
　認知度を高めるためには、音楽フェスの会場や
キャンプ場として森を活用し、若年層を取り込む
ことが大切ではないかという意見が出た。他方で、
現在の森にはあまり手を加えずに、トイレやベン
チをしっかり整備することで幅広い年齢層が帯広

の森で快適に過ごせるよう改善することが大事で
はないかという意見も出た。
　まとめの発表は「50 年後もみんなに愛される帯
広の森」というテーマとなり、知名度向上を目指
しながらも今ある森の良さを損なわないよう今の
活動を続けていこうという結論となった。

ファシリテーター感想

　ワークショップでは森に新たな魅力や機能を足
すことを提案する班が見られた一方で、4班はむし
ろ大きな変更を加えないという方向性を見出した。
この結論は、メンバーのそれぞれがこれまで自身
の活動のために実際に森を利用してきた実績があ
り、森の空気感をよく知っているからこそたどり
着くことのできた結論だったように思う。
　こうしたワークショップで提案されるあらたな
方法での森の活用というのは、大なり小なり森に
負担を強いることになり、時には不可逆的な変化
をもたらすこともある。50 年かけて成長してきた
森の利活用を考えるにあたり、わたしたちは前向
きな夢を描きながらも、慎重に森と関わる必要が
あるという重要な視点を会場に届けてくれた発表
だったと感じた。

ワークショップ第４グループ
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　基調講演とワークショップ講評を行います。ここ
で基調講演の講師であります中央大学研究開発機構
機構教授石川幹子先生を紹介いたします。石川先生
は、東京大学農学部を卒業後、ハーバード大学大学
院修士課程を修了され、慶應義塾大学環境情報学部
教授、東京大学大学院都市工学専攻教授、中央大学
理工学部人間総合理工学科教授を経て、中央大学研
究開発機構・機構教授を務めていらっしゃいます。
都市計画とデザインの両輪で世界的に活躍をされて
いらっしゃいまして、様々な著書、日本都市計画学
会論文賞・計画設計賞など数多く受賞されていらっ
しゃいます。石川先生、よろしくお願いいたします。

石川先生

　石川でございます。ワークショップの発表、本当
に素晴らしく伺いました。
　基調講演のタイトルは、「世界に誇るグリーンイン
フラ・帯広の森」です。実行委員会の皆様から 50周
年記念シンポジウムの基調講演の御依頼をいただき
まして、「そんな大役はできない」と思ったのですけ
れど、清水の舞台から飛び降りる覚悟で、お引き受
けいたしました。実は、私、「帯広ってすごい街だ」
とずっと思っていて、いつか、この歴史の持つ迫力
を皆様にお伝えしたいと思っていたからです。

　もう、30年程前になりますが、私、アポイントメ
ントもなしに、突然、帯広市役所に伺って、明治時
代の帯広市の都市計画について伺ったことがありま
した。都市計画課の窓口で、御対応いただいたので
すが、見ず知らずの私に、その方は瞬間的に御理解
いただき、「この二つの図面が大事」と、明治28年と、
昭和 19年の都市計画図を見せてくださいました。い
までも、2枚の図面は、私の宝物で大事にしており
ます。市役所の方が、御自分のまちの原点を確実に
理解しておられることに感銘をうけました。
　この基調講演は、帯広の森 50周年を対象としたも
のですが、これからの 50年、そして 100年を考える
には、過去・現在・未来へのパースペクティヴを持っ
ていなければなりません。したがいまして、皆様に
は、すでに御承知のお話が多々、ございますが、滔々
とした歴史の流れを俯瞰するという観点から、御容
赦いただければ幸いです。

1. 近代化の歩み

　十勝平野は、日高山脈、大雪山系、白糠丘陵に囲
まれ、南部は太平洋へと広がり、中央を十勝川水系、
歴舟川、利別川が流れる悠大な地です。御承知の通り、
開拓は明治 16年（1883 年）、依田勉三の率いる晩成
社の帯広への入植から始まりました。

帯広の森50周年記念シンポジウム基調講演

〜世界に誇るグリーンインフラ・帯広の森〜
中央大学研究開発機構・機構教授　東京大学名誉教授　石川　幹子

写真1.晩成社移民団（明治16年）　帯広百年記念館所蔵
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　開拓は、トノサマバッタの大発生等、苦難の連続
でした。一方、明治 21年札幌道庁殖民課は、
「此の地、将来において運輸の便、生産の冨、位置
のよろしきを有す」
と帯広の地を高く評価し、測量を行い、斬新な市街
予定図を作成しました。これが、私が 30年以上前に
帯広市から複写していただいたものと同じ「河西郡
帯廣村市街予定地平面図」（明治 28年）です。
　見れば見るほど、不思議な図面です。格子状のグ
リッドの街路の中に、放射状の斜路が入っています。
考案したのは、札幌農学校第一期生の内田瀞、田内
捨六、柳本通義等で、今日なお、帯広市の「水光園
通り」として歴史を刻んでいます。

　街区形成の意図については、格子型街路は「効用
の原理」、斜路の広場は「参加の原理」とし、火防線
としての役割も有したと記されています。新天地に
かける決意が伝わってまいります。
　札幌農学校には、北米からクラーク博士が指導に
あたっておられましたが、この街路計画は、アメリ
カの首都ワシントンの計画に準拠したものであると
述べられています。
　次に示す図面が、首都ワシントンの原型となるプ
ランです。
　ワシントンの都市計画は、ピエール・ランファン
により1791年につくられたものです。ランファンは、
独立戦争の義勇兵として渡米した人物で、ベルサイ
ユ宮殿の庭園師を父とし、宮殿の中で育った方でし
た。芸術的素養を認められ、ワシントンの都市計画
を政府から依頼されて作成した図面です。ベルサイ
ユ宮殿とまちの関係が投映された計画となっていま
す。斜路が交差する様式はベルサイユ宮殿の庭園様
式で、交差点となる広場には、通常、モニュメント
や噴水がおかれており、首都ワシントンも、そのよ
うになっています。

写真 2. 札幌農学校第一期生、右から内田瀞、3人目田内捨六、4人目柳本通義

出所：『十勝をつくった人びと』

図1　河西郡帯廣村市街予定地平面図（明治28年）　出典：帯広市史（2003年）
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　ところが、帯広の計画は、全く異なっています。
斜路の交差する広場は、なんと、「参加の原理」を取
り入れたと書かれています。これは、おそらく、ど
なたも考えつくことのできなかった思想であり、開
拓者魂に、私たちは、いま、謙虚に学ぶ時なのだろ
うと思います。

　ピエール・ランファンの計画は、新政府の財源不
足から遅々として進まず、双方に大きな溝が生じ、
ランファンは解雇されることとなりました。その後、
彼の計画は、助手を務めていたアンドリュー・エリ
コットが作成したこととされました。
　ランファンは、失意の中で亡くなりますが、1902
年になり、真の作成者であることが立証され、名誉
回復が行われました。いまは、国会議事堂を遥かに
のぞむ、アーリントン墓地に眠っています。
　遥か太平洋を隔てた帯広の地で、ランファンの計
画が、異なる形で受け継がれていることを知ったな
らば、彼は、何と思うことでしょうか？
　また、帯広市民の皆様も、自らのまちのルーツが、
ワシントン、そしてベルサイユ宮殿の庭園にまで遡
ることに思いを馳せることができるのは、まるで、
夢のような物語です。

2. 鉄道の整備と産業の発達

　明治 38年に釧路線、明治 40年に十勝線が開通す
ると、帯広では、豆に代表される雑穀の取引が活発
に行われるようになり、ビート工場、バター製造、

そして十勝に豊富にあるカシワの樹皮からタンニン
をとり、皮なめしの素材とする工業が盛んとなりま
した。軍の需要もあり、製渋業は隆盛を極めましたが、
アイヌの人びとが護ってきたカシワ林は消滅してい
きました。

　草創期を担った晩成社は、先駆者ゆえの資金の枯
渇から経営破綻に陥り、すべての開墾地は人手に渡
り、昭和 7年、解散となりました。依田勉三は終始、
貧困の中にあり、つぎのように詠んでいます。
　「有難し　雨の降る日の蓑（みの）とかさ
　　　　錦に勝ること　な忘れそ」

3. 都市の発展とセントラルパーク

　　（緑ヶ丘公園）の整備：昭和初期

　帯広は、昭和8年4月、市制を敷きました。戸数6,250
戸、人口32,506人と記載されています。抜本的な都市
整備計画が策定され、昭和9年3月には「帯広市風致
景勝地・行楽遊観地・その他調査書」が策定されてい
ます。
①水光園（1.8ha、大正15年開設）：水光園、帯広川
支流の清冽な湧水のある場所で、貸しボート等遊覧
施設有り。
②緑ヶ丘公園（88.3ha、昭和4年開設）：南部の十勝
刑務所のあった場所を、帯広市が買い取り公園とし
たもの。
③三井公園、④南豪植物園、⑤帯広競馬場、⑥鈴蘭
公園、⑦帯広川逍遥地帯、⑧大通り公園予定地、⑨
防風林及びその他樹林地帯（国有林50.5ha）等です。

写真3.カシワの樹皮を剥ぐ作業　出所：『十勝国産業写真帳』

図2　アメリカ合衆国首都ワシントン計画図（1791年）

出所：Brown,Glenn ed.（1901）, The Improvement of The City of Washington, 
Washington D.C., Government Printing Office.
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　この写真が戦前の水光園で、ボート場や釣りで市民
の皆様が楽しんでいる様子がわかります。背景に映っ
ている橋は、現在も残っており、帯広市の原点です。
保存、活用について皆様で考えていかれるのが、いい
のではないでしょうか。

　このように、昭和 8年の計画は、市内の公園だけ
ではなく、河川逍遥地や防風林も含む、壮大な緑地
計画でした。東京における緑地計画は、昭和 7年に
調査を開始、昭和 14年に成案をみましたが、帯広市
の緑地計画が同時期に行われ、今日の都市基盤を形
成していることは、ほとんど知られていません。な
かでも市の将来の発展を予測し、88.3ha にものぼる
緑ヶ丘公園を、用地を国から買い入れ整備したこと
は、百年後の今日、大きなレガシーを市民に残して
います。どなたが、このように優れた計画をつくら
れたのか、しっかりとした調査を行い、後世の人び
とに伝えていくことが重要です。
　緑ヶ丘公園には十勝池が掘られ（写真 5）、植樹が
行われ、豊かな湧水を活かした逍遥路がつくられま
した。

　昭和30年代には「野草園」も整備され、「かけがえ
のない貴重な自然をいつまでも保存し、自然に親しみ
自然を愛する心を育てる場」として、貴重な十勝平野
に自生していた野草や樹木105科 530種が守り育てら
れています（写真6）。

　公園を歩きますと、崖線の直下には日本庭園が営
まれた跡がありますが、様々の施設が建設された結
果、現在では湧水は枯渇しています。しかし、一カ
所だけ、今も滾々と湧く湧水が残っています。これ
は帯広市民の財産ですから、水の公園を回復する道
筋を、皆さんでお考えになることが大事と思います。

写真4.戦前の水光園（水光園風景絵葉書より）

写真5.十勝池（緑ヶ丘公園）

写真6.帯広市野草園　野草インフォメーション

写真7.帯広市野草園　散策路

写真8.緑ヶ丘公園に残る湧水
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　帯広市は、鉄道により発展を遂げ、南部へと市街
地が拡大します。図 3は、私が、30年ほど前に帯広
市から頂戴した昭和 19年の都市計画図です。水光園
通りに加えて、南部にも、斜路が交差する大通り公
園が創り出されたことがわかります。

　水光園通りは幅員 36メートルで（図 4）、両側に
車道と自転車道があり、中央部がゆったりとした緑
地帯となっており、帯広市の誇るブールヴァール（並
木道）です。並木道に沿って、大正 11年に建設され、
国の重要文化財に指定されている旧双葉幼稚園園舎
等もあり（写真 9）、帯広市の歴史を物語る貴重な並
木道です（写真10）。

　大通り公園には、「参加の原理」が大胆に取り入
れられました。4つの斜路が広場に合流するという、
おそらく全国には例のない公園です。是非、次の世
代へと確実に手渡していただきたい帯広市の「文化
資産」です。

写真10.水光園通り

写真11.大通り公園

写真9.旧双葉幼稚園（重要文化財）

図3　帯廣市都市計画街路一般 （昭和19年）

図4　水光園通り断面図（幅員36メートル）
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4.「近代的田園都市」と「帯広の森」

①都市の成長に対する戦略プランの提示

　戦後、日本が高度経済成長へと突入する昭和 30年
8月、第五代帯広市長として、吉村博が就任されま
した。吉村市長は、まちづくりは「戦略的に行うべき」
とし、当時は、ほとんど行われていなかった「総合
計画」を昭和 34年に策定しました。市の発展の基本
的方向として、文化、産業の振興とあわせ、「北方の
風土を生かした、住んで気持ちのよい美しいまちづ
くり」を掲げました。この市民の誰にでもわかる目
標が、今日の帯広市の土台となっていると考えます。
　吉村市長は、昭和 44年 6月にウィーンで開催され
た国際地方自治体連合の国際会議に出席する機会が
あり、ウィーンの森を訪れ一気に帯広の森へと構想
がふくらんだといわれています。帰国後、時を置かず、
昭和 45年 9月、「帯広の森とまちを創るグリーンプ
ラン」を提示されました。概要は、次の通りです。（図5）
　「街を抜けると森がある。どの道をいっても、そ
の前に十勝特有の大樹林が大きく我々を迎え入れる
（略）。市民の誰もが緑と太陽につつまれ、家族揃っ
て一日を楽しく過ごす森、百年、二百年後の夢を描
き、希望をもって新たな伝統と創造を生み出す母の
森、この森が帯広の森である。」

②ウィーンの森とは

　ウィーンの森の約 350 年前の図面（図 6）と現在
のウィーンの森の位置です（図7）。

　図 6にみられるように、17 世紀のウィーンはハ
プスブルグ家が治める城壁で囲まれた都市であり、
ドナウ川が流れています。市の郊外には、狩猟地で
あった森が広がっていますが、鬱蒼とした森ではな
かったことがわかります。1870 年、森の大部分を
伐採する計画が進められましたが、広範な市民の反
対運動により、ウィーンの森は護られ継承されてい
ます。
　現在、ウィーンの森の枢要部は、ヨーロッパ自然
保護区（Natura　2000）となっており、生物多様性
の宝庫です。全市域を対象として、動物・植生・野
鳥の生息地を評価したビオトープ・マップが作成さ
れており、まちづくりの重要な指標となっています。

図6　ウィーン　1683年

図7　ウィーンの森位置図（2024年）

出所：図6、7共に、ウィーン市ホームページ

図5　近代的田園都市構想図（昭和45年）
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③田園都市のルーツ

　吉村市長が掲げたコンセプトが、「近代的田園都市」
でした。田園都市のルーツは、エベネザー・ハワー
ドというイギリスの社会改良家が提案し、実施にう
つしたGarden City です。その理念は次の通りです。
　ハワードは、1902 年、『明日の田園都市』を発表
しました。彼は、都市の有する娯楽・社交・雇用の
機会・高賃金の魅力と、農村の有する自然美・新鮮
な空気・低家賃等の魅力は、二者択一のものではなく、
両者の利点を兼ね備えた第三の選択肢があると唱え、
「都市と田園の幸福な結婚」を目標としました。
　彼の提案した田園都市は、人口 32,000 人、市街地
面積 400ha で、これを取り囲む 2,000ha の農地から
構成されていました。重要な点は、以下の三つの原
則が導入されたことです。
　第一は田園都市の土地は、理想を持つ有志が支払
う社債により一括買収され、土地は田園都市株式会
社が所有し、地代による収益は、都市全体の運営に
還元されるものとしました。
　第二に都市を取り囲む農業地帯は会社が所有し、
恒久的に維持されるものとしました。
　第三には、一つの田園都市が計画された人口に達
した場合は、少し隔たった所に、第二の田園都市を
つくり、高速交通機関で結び、都市圏を構成するも
のとしました。しかし、彼の理想に添って実現した
田園都市は、わずかに二つに留まりました。
　図 8が田園都市のダイヤグラム、写真 12が最初の
田園都市レッチワース（イギリス）の現在の姿です。

　人口は約 3万人、周囲をグリーンベルトが囲み、
都市の成長を制御しています。吉村市長の提唱され
た「田園都市」とは大きく異なっていることが、御
理解いただけると思います。記録を精査しましたが、
吉村市長が、ハワードの田園都市を調べたという記
録を発見することはできませんでした。
　結果的に、このことは、世界に類例のない「帯広
の田園都市」を生み出すことに繋がったのです。

④先駆的都市計画の実施

　吉村市長の「近代的田園都市」構想の、極めて独
創的な考え方は、高度成長の時代に都市の適正規模
を想定し、そのインフラとして「帯広の森」を提唱
し実現していったことにあります。これは、時代に
先駆けていた考え方であり、地球環境問題が顕在化
する今日、世界の人びとが学ぶべき先例です。
　すなわち、吉村市長は帯広市の将来人口を 20万
人とし、市の南西部に延長 11.5㎞、幅員 550m、面積
686.13ha の森を創り出し、北部の十勝川、東部の札
内川と結び、緑地で帯広のまちを取り囲む構想を掲
げました。この案は、第二期帯広市総合計画（昭和
46年～ 55年）の主要施策となり、市議会で激しい
論戦がかわされました。昭和 40年代は四日市、水俣
での公害問題が顕在化し、暮らしの安全・安心な場
の形成が求められていました。議会での質問はこの
点に集中しました。

図8　ハワード田園都市のダイヤグラム

出所：Howard, Ebenezer（1902）,Garden Cities of To-morrow, London：Swan 

Sonnenschein &Co.Ltd.

写真12.第一田園都市　レッチワース　筆者撮影

149



質問「森の莫大な事業費に対し、市民は都市基盤
整備及び生活環境の充実を求める声も大きい。」
吉村「市民全部が、『よし、わかった、子孫のために、
将来のために、何百年後のためにそれだけの力
をだしていこうじゃないか』、という納得がいた
だけなければ、帯広の森は意味がないと思いま
す。」

　こうして、白熱した議論の結果、帯広の森造成
事業計画は、昭和 48 年 11 月 5 日、特別委員会で
賛成 7、反対 5（病欠 1）、本会議で賛成 18、反対
15 という僅差で可決されました。
　帯広の森の特色は、国有林等の既存の森林を護っ
たのではなく、開拓で切り拓いてきた農地を再び
森にかえし、多くの人びとが、将来にわたって憩
うことのできる文化的ストックを創り出そうとし
たことにあります。
　一方で、開拓をしてきた人びとの揺れ動く、思
いが綴られています。
　「明治半ばより、祖父等が鋸を持って大木を倒
し、斧や鎌をふるって木や草を払い、一鍬一鍬
土を起こし拓いた此の大地を、と思うと一言に
協力せよと言われても答えはなかった。」

　隣組や町内の会議は幾度となく繰り返され、ま
た、「畑にしゃがんで考え込む姿」もあったと書か
れています。
「皆それぞれに先祖の開拓の苦労を思い、此れか
らの生活を考えたのだろうが、関係地権者は時
間がたつにつれ、同意方向になった。今思えば
随分思い切った構想にのったものだと思う。こ
の森が出来上がった時は、壮大なものになるなー
と想像した時もあった。」

　開拓の歴史を背負う一人一人が、過去と現在、そ
して、まだ見ぬ世界を夢みる思いが伝わってきま
す。市は、丁寧な話し合いを継続し、用地取得の合
意には 20 年の歳月を費やし、牛歩の如く進められ
ました。当事者の「市民的自由」、すなわち自由な

意志の発露と合意形成が、おそらくこの歴史的大プ
ロジェクトを推進する力になったと考えます。
　「帯広の森」の面積は、最終的に 406.5ha、幅員
550m、延長 11㎞となりました。昭和 50 年に開催
された第一回植樹は 500 人の参加でしたが、年々、
増加し、第 30 回植樹祭が終了する 2004 年までに、
148,000 人、23 万本の植樹が行われました。写真
13 は植樹の風景、図 9 は、現在の帯広の森の位置
図です。

図9　帯広の森の位置図

写真13.帯広の森　植樹風景（平成15年）
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5. 科学的森林育成計画の導入

　帯広の森のもう一つの大きな特色は、科学的森林
育成計画が、まず、始めに策定されたことでした。
ここに持ってまいりましたのが、昭和 50年 3月に出
された調査報告書です。作成された方は、以前、帯
広営林局に在籍していた牧野道幸氏でした。ここで
は、地形、地質調査を踏まえて、森の育成の基盤と
なる図面として、応用植物社会学に基づく「現存植
生図」が作成されました。立地の有する潜在的特性
を現地調査により科学的に検証し、百年の計を立て
る基礎的作業が、50年前に行われたのです。
　畑地として開墾された台地上の森林の潜在自然植
生は、落葉広葉樹林（カシワ -ミズナラ林）です。
残存していた樹林地の調査が行われ、帯広農業高校
の樹林地に良好な群落が残っていることがわかりま
した。写真 14は、この報告書に掲載されているカシ
ワ -ミズナラ林で、写真 15は、私が撮影した現在の
姿です。階層構造が豊かで、高木・亜高木・低木・
地被・野草が、優れた樹林地を形成しています。こ
の森を目標とする階層性豊かな落葉広葉樹林への遷
移を促す保全・育成活動が、各所で進んでいます。

　また、帯広の森には台地を開析して流れる帯広川
などの小河川が存在しており、段丘崖と沢筋に添っ
てヤチダモ -ハンノキ林が分布しています（写真
16）。生物多様性の宝庫で（写真 17、18）、きめ細か
な保全活動が展開されています。
　苛酷な自然環境の中で、成長に時間を要するエゾ
マツ、トドマツ、耕地防風林のカラマツ林、植林の
過程で導入されたチョウセンゴヨウ等の針葉樹につ
いては、現在、林業の経験者がサポーターとして活
動しておられ、適切な間伐等の指導を、子どもたち
にもできるように、市民総出の取組が展開されてい
ます。

6. 市民が育む「帯広の森」

　2010年に活動拠点として「帯広の森・はぐくーむ」
がつくられたことは、一時期を画する出来事となっ
たと思います。市民の活動拠点と森の育成、環境教
育の場がたちあがったことにより、責任をもった市
民活動の展開が可能となったのです。

　帯広の森は 406.5ha という広大なエリアであり、
現在 8つの市民団体が、それぞれ区域を受け持ち、
活動を行っておられます。エゾリスの会、ぷれいおん・
とかち、帯広の森サポーターの会、報徳会、もりと
も！、森の回廊＠十勝、日本森林林業振興会、帯広

写真19.帯広の森・はぐくーむ

写真14.カシワ-ミズナラ林
（帯広農業高校　1975年）
出所：「帯広の森計画基礎調査報告書」

写真15.カシワ-ミズナラ林
（帯広農業高校　2024年）

写真16.小河川沿いのヤチダモ-ハンノキ群落

写真17.バイケイソウ 写真18.エゾノシモツケソウ
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の森町内会有志等の皆様で、本日も多くの方々が参
加しておられます。お写真のみで恐縮ですが御紹介
させていただきます（写真 20〜 27）。

写真21.たき火、大人がしっかりみまもる

写真22.ぷれいおん・とかち　今村江穂さん

写真23.木登り

写真24.帯広の森サポーターの会　小原和弘さん

写真26.エゾリスの会　三日市則昭さん（中央手前左側）

写真25.帯広の森　報徳会　馬渕征雄さん、林業技術者のパワー

　　　 山田英和さん（帯広の森50周年記念事業実行委員会）

写真20.次世代育む森遊び（第7章 「帯広の森」新聞記事 P257に拡大再掲）
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　写真 28は、帯広の森にある展望台からみた、現在
の帯広の森です。かつて開墾された畑と耕地防風林
であった地には、豊かな森が立ち上がり、農業、市
民菜園、スポーツ、国際交流の拠点（JICA）等、市
民だけではなく、世界の人びとが訪れる、多様性あ
ふれる森へと展開を遂げています。
　このように歴史と人の営みの重層する優れた文化
資産は、「世界に誇るグリーンインフラ」ということ
ができます。

　グリーンインフラは、「自然環境を生かし、地域固
有の歴史、文化、生物多様性を踏まえ、地球環境の
持続的維持と安全・安心な暮らし、人々の命の尊厳
を守るために、戦略的計画に基づき構築される社会
の冨」です。
　アイヌの人びとが護ってきた、千古斧鉞（せんこ
ふえつ）を知らぬ森は、明治期の開拓により日本有
数の農業地帯となりましたが、まちづくりの夢が、
ワシントン、ウィーン、田園都市と、世界に繋がり、
十勝の風土に溶け込みながら、市民の力で実現させ
ていったことは奇跡とも思われます。何よりも一人
一人の魂の自立を尊重する、開拓者精神が脈々と流
れていることを思います。
　上皇后美智子様は、北海道開拓 150 年にあたり、
次のような歌を詠まれています。

この広き大地拓かむと来し人ら
依田勉三もその一人にて

出所：美智子（2025）：歌集ゆふすげ（岩波書店）

　遥かに連なる日高山脈の峰々は、このような営み
を、変わらぬ姿で抱擁しています。

写真27.エゾリスの会の観察小屋

写真28.帯広の森（2024年9月）　森・農地・菜園・牧場のモザイク。遥かに日高山脈がそびえる。
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　ワークショップの各グループの御発表への講評で
す。皆さん、短時間で、凝縮された素晴らしい内容
です。この力は、帯広の森の次の 50年への、大きな
第一歩となると、確信いたしました。ありがとうご
ざいました。

①第 1 グループ
　コーディネーター　赤嶺　太紀子
　山川　晋示、北久保　希愛、能登　綾香
　佐々木　梨江、礒野　照弘、田中　裕史
　井口　百合香

● 50年後の帯広の森「何があれば、何ができれば幸
せになれるか？」

●良い空気、四季の変化、馬車でまちから森へいき
たい、ウィーンの森との姉妹都市、自然と普段か
かわっていない人が、かかわれるようなイヴェン
ト、音楽、アプリ、バス停の整備、自然活動と文
化的活動を両方行う、情報発信の強化。

講評：「来てみたくなる森」ということで、私もとて
も新鮮でした。今まではまだ育てている森で、いよ
いよ、皆さんいらしてくださいという、そういう時
代になったのかなと。ですから、来てみたくなると
いうのは、次の 50年に入ったということです。
　馬車できたいというのは、とても、おもしろいで
すね。ニューヨークのセントラルパーク、私はずっ
と研究してますけど、公園を管理する方、馬車に乗っ
てるんですよ。かっこいいんですよ。馬車で公園の
管理をしていらして、素敵なお帽子をかぶっていらっ
しゃいます。

　市民や観光客の方が、馬車で帯広の森にいくこと
ができれば、SNS等で発信すれば、これだけアジア
の皆さんが北海道にきておられますから、人気スポッ
トになると思います。

②第 2 グループ
　コーディネーター　宮崎　直美
　山越　芽依、関口　翔太、阿部　真由子
　永守　祥嗣、久保　美香

●いま、がんばっている時。
●イヴェントで、森へいくきっかけが沢山うまれる
といい。

●リピーターが増えることが大事。
●虫の声が聞こえるなど四季を感じられる自然が最
大の魅力。

●宿泊キャンプができると新たな層を引き込める。
●市内の他の公園にも帯広の森を知ることができる
サテライトブースを設置する。

● 50年後、人も動物も輝く自分たちの森として育ん
でいきたい。

基調講演に続き石川先生のワークショップ講評

第1グループのみなさん

第2グループのみなさん
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講評：第2グループの皆さん、とてもいい発表でした。
人も動物も輝く、それから、とても印象に残ったの
は、「自分たちの森」という、発表していらっしゃっ
た方いましたよね、やはり誰かの森じゃなくて、こ
こは自分の森なんだよと、そういうことはすごく大
事と思います。それから虫の声。これは発表してく
ださる方もおっしゃってましたけど、日本だけです
ね、江戸時代の日本庭園なんか見ますと、鈴虫とか、
音に対する物語があります。これはたぶん日本だけ
です。こういうことが、どんなふうにできるのかと
いうのは、私たちが忘れていたことなのではないか
なと思いました。
　それから、高校生の方が「大人と子供の中間にいる。
自分たちが何かできたら、子供がもっと楽しめるん
じゃないかな」とこれもいいですね。
　なるほど。高校生のお兄さん、お姉さんがちっちゃ
な子と、そうしたら、本当にみんな楽しく遊べるん
じゃないかと、そんな気がいたします。
　ご自分の気持ちがプレゼンの中に表れていて、と
てもいい発表だったと思います。
　イヴェントでリピーターが増えることが大事とい
うふうにおっしゃってました。50年後も市民から必
要とされるということでですね。帯広の森というと
スポーツ。おそらく今大事なことは、帯広の森って
いろいろ人によってですね、十人十色でいろいろあ
ります。やはり森全体として包容力がある力強い森
だと思います。ネーミングも含めて、これから、考
えられたらいいのではないでしょうか。

③第 3 グループ
　コーディネーター　大石　拓人
　安斉　美星、二村　奏、中山　大志
　大井　和美、嶋野　奈津美、清水　隆典

●50年後も市民から必要とされる森を目指す。
●「森と育つ」

講評：極めて、重要な御指摘をされました。森の中
で育っていく。子供たちとつないでいく。この「つ
なぐ」ということが大事という御発表でした。私の
先程の基調講演も同じです。
　「今と未来をつないでいく」ことが、それが 50年
後の未来の森に大事なことではないかという御発表
でした。

④第 4 グループ
　コーディネーター　大熊　勳
　佐藤　柑太郎、角谷　夏望、千葉　由香
　小野木　良、嶋野　丈治

●時間がゆっくり流れる帯広の森
●50年後もみんなに愛される帯広の森
講評：集合写真が面白い。手を広げていらっしゃる
方がいらっしゃいます。「みんなに 50年後も愛され
る」、いいですね。みんなに愛される森ってとっても
いい言葉ですね。最初に発表なさった方が、子供の
頃に自分が植えた木が、育っていく。これはおそら
く一番大事なことだと思います。自分が植えた木が
育ち、自分の子供とまた植え、そういう形で時間を
共有する。そういうメッセージっていうのがですね、
御発表の中から伝わってきたと思います。
　最後に、今回の 50周年のシンポジウム、引き受け
ることができないような大役を仰せつかりまして、
どうしましょうと思ってですね、ずっとくよくよ考
えてきましたけれども、みなさん素晴らしい御発表
でした。

第3グループのみなさん

第4グループのみなさん

155



　みなさんもちろん誇りに思っていらっしゃると思
いますけども、外から来た私がこれだけ感銘を受け
るのですから、世界に誇るまちであると思います。
歴史のことを、前段で申し上げましたが、将来をど
んなまちにしていくかは、市民の皆様、お一人お一
人です。
　皆さんの思いを形にして、輝かしい先人の皆様が
築いていらした帯広を次の 50年、そして 100年につ
ないでいっていただけたら、とても素晴らしいこと
だと思います。
　以上で私の発表を終わらせていただきます。あり
がとうございました。

〈志をつないでいく〉

未来の世代へ手渡していく緑ヶ丘公園。

　昭和 4年（1929 年）から、先人達が創り出し、手
渡してきてくださった帯広市の珠玉の公園です。あ
と5年で、開園 100周年（2029年）を迎えます。
　隣接地の少年院跡の活用は、未来を見据えた、しっ
かりとした議論と検討が必要と思います。

緑ヶ丘公園：木洩れ日のシラカバ並木、隣接地が少年院跡地

緑ヶ丘公園：空とつながる大地
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山田さん）

　本日は帯広の森の今までの 50 年、今、石川先生か
らお話を受けたところで、これからの50年に向かって、
早速パネルディスカッションを始めたいと思います。
　今村さんは九州にお生まれで、九州で育った方です。
成人になられてから我が帯広十勝に来られた方です。
どうぞ自己紹介を含めお願いします。

今村さん）

　今村と申します。NPO 法人ぷれいおん・とかちは、
NPO法人になってから20年足らずなんですけれども、
前身の親子劇場の創立から今年で 50 周年を迎えた、
実は歴史のある団体でございます。
　子どもも親も一緒に育ち合うというような活動で、
その活動の一環として「遊び」をすごく大事に捉え活
動を続けています。その遊びの場の一つが、自然の中
での遊び、森遊びで、力を入れてやっていきたいなと
考えております。2018 年から帯広の森の昭和 55 年植
樹区を使わせていただきまして、森づくりや遊びの活
動を行っています。先ほどから若い皆さん達にもいろ
いろな声がありましたけれども、多世代で森で過ごす
という楽しさを共有できるような、そういう場をつく
りたいというふうに考えて、あそびの森、あしあとの
森とネーミングをしまして、活動を続けています。本
当にこのような場に登壇させていただくのは、恐れ多

いですけれども、この先 50 年の帯広の森の未来とい
うことで、何か力になれるような、皆さんと一緒に考
えていける場にしたいなと思っていますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

山田さん）

　自分の生まれ育ったところと縁あってこの十勝に来
られて、どんなふうに十勝を見ることができたのか、
思うことができたのか。
　思いという言い方をしてですね、どんなふうな風景
が今村さんに影響しましたでしょうか。

今村さん）

　はい。私は政令指定都市北九州市の割と大きな町で
育ちましたが、小さい時に親に連れて行ってもらった
自然の中でサワガニをとるとか、ギンナンを拾いに行
くとか小さな自然体験がかなり自分の中では原体験に
なっています。それで帯広に住むようになってから、
こんなに豊かな自然の中で何ができるかな？本当にう
らやましい限りの自然環境だなというふうに思ったん
ですね。子供たちと一緒に自然の中で遊ぶ、触れ合う
きっかけを作りたいというふうにすごく思いました。
帯広は私の故郷とは違って、冬、雪が降ったり、とん
でもない寒さだったりっていう、その四季の変化とい
うか、それがまずすごく魅力的だと思いました。
　自然に触れ合って育つことが子供たちが生きる力に
なっていくんじゃないかなということをすごく感じて

帯広の森50周年記念シンポジウムパネルディスカッション
　〜「帯広の森」を未来へつなぐ〜
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います。それまで帯広の森の活動を始めるまでは、は
らっぱくらぶという別の名前で、十勝のいろんな場所、
先ほどの発祥の地公園ですとか、緑ヶ丘公園ですとか、
いろんなところに行って、とにかく自然の中で子供と
一緒に遊んでいました。それが私自身のやりたいこと
でもあったし、十勝の子育ての魅力なんじゃないかな
というふうに思っています。現在は帯広の森の定点で
四季折々の変化を感じながら、活動を続けています。

山田さん）

　金清さんも帯広十勝の生まれではありません。成人
になりましてから、業務上という言い方はおかしいで
すけれども、会社ぐるみ、この帯広の隣町の音更町で
集団移転されてこられた仲間でございます。
　それ以来、我々と一緒に表になり裏になり、いろん
なことでお付き合いをいただいていたという方でござ
います。自己紹介を含めてお願いいたします。

金清さん）

　平成 2 年ぐらいの時だったと思うんですけども、東
京にあった事務所が丸ごと音更町の鎮錬（ちんねる）
小学校に移ってきました。私は、現在、東京で働いて
いますけれども、事務所はその廃校跡で持続的に活動
させていただいております。帯広の森との関わりは、
かなり遡り、今回 50 周年ですけれども、30 周年の記
念のイベントの時にも、実はこんな形で登壇させて
いただいています。それと、もう少し前に遡ると、帯
広の森利活用計画という、先ほど先生のプレゼンテー
ションの中にあった立派な最初の報告書ではないん
ですけれども、帯広の森が 20 年を迎えるに当たって、
このままで良いのか、一体どうするんだと。

　今日、結構皆さんから森の利活用の話が出ていまし
たけれども、その 20 年目ぐらいの時に、もう既に大
体植樹のめどが立ってきたので、後は利活用だという
ことで計画を立てようというような話をいただいて、
それは仕事でやったんですけれども、その時にはまだ
森が十分森の実態を伴っていない状態、利活用と言っ
ても、森の利活用ではなくて、敷地の利活用、何てい
うんだろう、帯広市としては土地をいっぱい持ってい
ると。
　だから、もっと有効に使えるんじゃないか、あれは
森にするんじゃないんですかというところを、こうい
う風にも使える、ああいうふうにも使えるという森の
利活用を何とか立案しろというような話が一方である
中で、森としてどうしていくのかっていうのを考えよ
うというような、ちょっとややこしい、難しいことに
関わったことがあります。
　その時には実態として、未だ森ではないので、今日
の資料の中にも何かあったかもしれないですけれど
も、森が育っていく 100 年の森づくりということを当
初の計画の中でしっかりうたっておられたので、20 年
目は今どんな時点で、40 年後には、20 年経つとこん
なふうになるだろう、50 年の時はこんなんじゃないの
というようなことを想定して、そろそろ 50 年にもなっ
てくると、森の実態というのが見えてくるでしょう。
　そうしてからでも利活用を考えるのは遅くないん
じゃないですかというようなことを書かせていただい
たのを覚えております。今見ると、まだ私は 40 代の
頃にそのレポートを書いているんですけど、この先何
10 年後にどういう森になっていくっていう姿を描い
ている。
　頭の中ではすごく明快に書いているつもりなんです
けど、出しているレポートを見るとちょっとがっかり
しており、こんなの書いてたかな、もうちょっとしっ
かり書いてたんじゃないかななんて思っていました。

山田さん）

　本当に 20 年前にも金清さんが言われたように、最初
に牧野先生がつくられた牧野案というのが帯広の森の
実際の実施計画なわけです。帯広の森をこれからどう
作ればいいんだろうかということで、高野さんの高野
案ということで、いろいろな検討をした経緯がありま
す。確かにその時はある程度のことは書き込んだけれ
ども、実際の利用、活用っていう部分でどうしようかっ
ていうあたりまでには、はっきり言ってそこまでは踏
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み込んでいません。こういう課題があるっていう課題
設定がされてますけど、じゃあどうしようっていうと
ころまでは残念ながらいきませんでした。
　ただ、その辺のことをこの 20 年史の後、30 年経って、
実際に利活用をされている今村さんから、先ほどちょっ
とお話だけしていただきましたけれども、帯広市内の
中で緑ヶ丘公園だとか発祥の地公園だとかで子どもた
ちと遊ぶということを一つのテーマとして、いろんな
ことを、フィールドワークをやられてこられております。
　それで今村さんにお聞きしたいんですけれども、帯
広の森づくり、大事な過去、現在、未来をきちっと押
さえることですよ。ということも言葉の中にありました。
今、未来を見据えたときに、帯広の森で愁眉の問題っ
ていうよりも、50 年先にこんななったらいいなって、今、
ワークショップの中でいろんな話が出ておりました。
　課題として出ていました。じゃあ実際に今現在やら
れているぷれいおん・とかちの活動の中から、本当に
足りないものとか欲しいものとか、どんなものがあり
ますでしょうか。

今村さん）

　はい。私達の活動は、活動の対象としては赤ちゃん
からおじいちゃんおばあちゃんも一緒に参加してくだ
さいというふうに呼びかけていまして、どなたでも参
加してくださいというふうにはなっているんですけれ
ども、先ほどよりありましたように、なかなか小学生
とか子供が一人で行きたいと思って行ける場所ではな
いということがあって、親の理解があって送迎してく
れるとか、親子で参加する、ということにどうしても
限定されてしまうんですね。
　それで、参加実態としては、乳幼児の親子で参加す
るというのが一番多くて、小学校のせめて低学年ぐら
いの子たちがもっと参加してくれたらいいなというこ
とはあるんですけれども、実態としては小さいお子さ
んの親子の活動になっています。そこは課題としては
あります。
　まず、それはそれとして、親世代がやはり自然の中
で遊ぶ楽しさだとか、その自然の中でどんなふうに過
ごせるかとか、森が楽しいというような体験をしてい
る人がすごく少なくなっていると思っているんですよ
ね。
それで、子供を連れていって一緒に遊ぼうというふ
うに思える大人が減ってきているというところが一
番のネックになっているのかなと思っているので、

これから先、本当に森の楽しさとか、魅力を感じら
れる関係人口を増やす、そういった裾野を広げてい
くといいますか、そこがこれからますます重要なの
かなと思います。
　先ほどの第 2 グループの中で、高校生が小学生と遊
んだり教えたりというようなことが出ていましたけど
も、さまざまな役割を誰が担うかというところが大切
な視点ではないでしょうか。こちらの資料にあります

「幸せな帯広の森がどうやったら実現しますか」ってい
うアンケートにも、これがあったらいいな、あれがあっ
たらいい、こうしてほしいとかっていうことがたくさ
ん出ていますけど、じゃあそれは一体誰がやるのかな
というところで、全てを行政にやってもらえることは
ないですし、そのみんなが描くこんな森だったらな、っ
ていうことをどう役割分担していけるのかなというこ
とを考えていく、そういう仕組みが必要なのかなと考
えていますので、今日参加してくださった皆さんがこ
こで解散しちゃうのはもったいないなと思って、ぜひ
何か今日集っていろんな意見を言ってくださった皆さ
んが、どんな形ででも、今後も継続して何かをやって
いける担い手になってもらえたらいいなというふうに、
ちょっと勝手に妄想していたところです。

山田さん）

　人がどういうふうにいろいろな社会的な活動と関
わっていくかというのは、いろんな課題があると思い
ます。まだこれから利活用と言ったときに、例えば交
通の便のインフラ、それから急に降雨になったとか、
雷が来たときの逃げ場所のインフラ、それからトイレ
のインフラ、具合が悪くなったときにどこかで横にな
れるようなインフラ、そんなものが多分どこかで必要
な時期になってくると思っています、石川先生にもお
伺いしたいんですけれども、お話の中でですね、マネ
ジメントという一括りの中でお話しされたと思うんで
すが、多分これはファンドも含めてですね、単に行政
におんぶにだっこって言い方はおかしいけれども、行
政がやるべき課題の一つだろうとは思いますけれど
も、本当に民間がやれるものがあるのかないのか、そ
の辺は先生のご経験の中からですね、やっぱり公共投
資だけでやってきたのか、それとも民間が何か、例え
ばなんとか商事提供のトイレです、なんてものがある
のかないのかわからないけれども、そんなようなこと
が可能性としてあるんでしょうか。
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石川先生）

　都市のインフラとしてしっかり緑地をつくっていく
ことは、公共だけではできません。ですから、いろい
ろな方が、ステークホルダーというふうに言いますけ
れど、やはり 50 年経ったから、名前をもう一回みん
なで考えたらどうかっていうふうに思っています。つ
まり、公共事業だけで、絶対に帯広市のインフラの緑
地をつくることはできません。今日あまりに盛りだく
さんでご紹介しなかったのですが、アメリカのボスト
ンにあるハーバード大学というところで勉強いたしま
した。
　そのボストンのインフラとなる緑地は、「エメラル
ドネックレス、緑の首飾り」って、市民の皆様が呼ん
でいます。いろんな公園を、公園道路でつないでいま
す。小さな公園を繋いで、それを全部集めてエメラル
ドネックレスって呼んでいます。
　さっきどなたかが帯広の森というとスポーツ公
園っていうふうに思う人が多いっておっしゃってい
ましたよね。ご案内していただいた時も、やっぱり
スポーツが一番で、私は、いいと思います。例えば、
ボストンのエメラルドネックレスの中に、レッドソッ
クスがあるんですよ。松坂大輔さんがおられました。
私、イチローを見に、わざわざシアトルまで行くく
らいの熱烈野球ファンです。レッドソックスの球場
も何度も行きました。
　フェンウェイ・パークという名前ですが、フェンと
いうのは湿地という意味なんですね。フェンという湿
地をうまく使って、野球場を 100 年前に作ったんです。
その隣がですね、なんとボストン美術館です。その
ちょっと先に、ボストンフィルハーモニーがあります。

小沢征爾さんが指揮をされていたところです。スポー
ツがあり、美術館があり、音楽があり、それからハー
バードの樹木園が、つながっています。
　そこには日本の植物がいっぱい。横浜植木なんてい
うラベルがついていて、幕末の頃に横浜から船出して、
お嫁に行った盆栽なんかがあるんですよ。ですから、
いろいろな文化の蓄積が、エメラルドネックレスとい
う言葉の中で、ボストンの財産になっています。
　帯広の森って、都市公園で森のところだけっていう
風に考えてらっしゃるかも知れませんが、訪れる方に
とっては、アイスクリーム屋さんも、市民農園も、み
んな一緒だと思います。森という言葉をもう少し帯広
市全体の名前にしていく時なのではないかと思いま
す。これだけ一生懸命おやりになって、押しも押され
ぬ世界に誇れる森になってるわけですから、50 年を
契機にお考えになったらいいのではないかなというの
が、今日の私のメッセージです。
　もう一つ私、どうしても言いたいことがあります。
私は学術ですから、さっき報告書のことを非常に素晴
らしいと言いましたけど、やはり、がっちりとしたも
のは基本です。
　先ほど、ウィーンのホームページを、お見せしまし
たが、ベルリンもそうです。都市計画の基礎にビオトー
プマップというのがあるんです。生態系の基本をきち
んと調査をして公表しています。生物生息地の情報が、
まちづくりの基礎となっています。
　自然環境の基本的なビオトープマップ、これはヨー
ロッパ全体で作ってます。日本でも一時つくろうとい
う気運が高まりましたが、日本の場合にはうまくいっ
ていません。
　都市計画に役に立つようなビオトープマップ。それ
はやはり、基本的には植生です。帯広市は、広大な台
地があり、段丘崖があったり、湿地があったり、基本
的なものが揃ってますから、ちょっと工夫すれば、で
きると思います。
　ビオトープマップをベースに、これからの都市のマ
ネジメントとして、活用していくことが大事です。日
本では、まだどこも作っていません。鎌倉で私は 30
年やりましたが、これが詳しすぎて、活用することが
困難なのです。
　帯広の森でこれだけのものがあれば、私は多分でき
ると思います。
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 山田さん）

　ありがとうございます。ビオトープマップ、イメー
ジとしては分かるし、帯広市に作ったような記憶がな
いわけじゃないんですけれども、ただし、先生がイメー
ジされているものと僕がイメージしてるものは違うか
もしれません。ただ、ビオトープという名前ではなかっ
たような気もするんですけど、例えば、帯広も段丘平
野の下の方にあるもんですから、湧き水の出る箇所が
何カ所かありまして、そこで今でも緑地が大山緑地と
か 3 つ 4 つ残ってるんですね。

石川先生）

　湧き水ってとても大事で、要するにビオトープマッ
プというのはお手本があるわけじゃなくて、その場所、
その場所で大事なものを選べばいいわけです。ですか
ら不思議ですよね。ベルリンなんか、大きな森はもち
ろんはいっていますが、生垣とか、そういったものが
ビオトープマップにはいっています。例えば帯広なら、
湧水地のビオトープ、そこのところはきちんと入れ、
町のその特徴に合わせて作ればいいわけです。

山田さん）

　ありがとうございます。ただし、一つはつぶれてな
くなっちゃいました。学校が建ってます。小学校が。

石川先生）

　かつてあったというところは、大事です。過去に存
在した湧水の位置を明示することは重要です。

山田さん）

　実は今、ビオトープの話を先生の方に振ったわけで
もないし、お願いしたのはですね、帯広十勝という 1
万 800 平方キロという分水嶺で出来上がった地域で
す。要するに水が大事なことは皆さんご承知の通りだ
と思うんですけど、水のヨーイドンで出発点からです
ね、海に行くまでが。
　我が十勝は十勝川水系で成り立っています。大樹町、
広尾町は歴舟川、広尾川とかありますけれども、基本
的には十勝は十勝川という分水嶺から流れたところが
我が地域なわけです。問題は、この地域経営の戦略っ
て、帯広の森があるにしても、帯広市がどう個性を出
すかにしてもですね、やっぱり地域経営の戦略的な視
点というのが非常に大事だろうと思ってます。
　ありがたいことに日高山脈が国立公園に指定されま

した。大雪山もあります。阿寒もあります。道立公園
も一部含んでますけれども、白糠丘陵という山に囲ま
れた地域が我が地域なわけです。この中で特に近代
的田園都市こそ、これを私なりに理解していけばです
ね、あの当時、昭和 30 年代は確かに人口が急増して
きました。
　その時、街も人もどんどん膨れ上がっていって、小
学校が足りなくなって、それで小学校を急遽作らな
きゃならないっていうことで、自衛隊の下にある小学
校を作りましたというようなところが、しょっちゅう
ありました。その中で帯広市、当時の吉村市長がです
ね、辺境の大地という言い方はおかしいですけど、あ
の頃の物流はまだ鉄道が主体でした。
　高速道路なんて夢にもない話は国中そうでしたか
ら。その中でなおかつ峠で通れるのは、狩勝峠しかな
かった時代です。あとは釧路の方に行く道と、日高か
ら抜けていく海沿いの道ですよね。道路でつながるの
は。とにかく鉄道も国道も狩勝峠しかないという地域
だったわけです。
　そんな辺境の地で何があるのかということを吉村市
長はだいぶ考えられておりました。その中から苦肉の
策ではなくて、これは恵まれた地域なのか、恵まれて
ない地域なのか、今は評価の分かれるところですけど、
じゃあそれならば近代的田園都市という、いわゆる十
勝の風土に合った、今は畑作地区ですけど、当時はま
だお米も作ってました。
　農業を主体にした地域づくりをやろうと。その中核
として我が帯広が行こうと。なおかつここでもう 1 点
押さえなきゃならないことは、北海道は亜寒帯にある
ということであります。亜寒帯の主たる意味は、今村
さんは先程言いましたけど、冬になったら寒いですよ
ね。雪降りますよね。僕らの小さい頃はマイナス 35
度ぐらいまで下がりましたから、夏は 35 度ぐらいあっ
た。1年間で70度の温度差のある我が地域であります。
そしてなおかつ年間降雨量は当時はまだ 700 ミリ前後
でした。昭和 30 年代、40 年代は、そして日本全体で
は 2000 ミリ、1700 から 2000 ミリぐらいあって、湿潤
温暖な地域で米作を中心にした農業っていうのがベー
スでありました。
　それが昭和 40 年代後半からですね、農業基本法の
改定もありまして。コメだけではなくて、畑作酪農の
評価もきちっとしていこうということで、農業全般と
なってきたわけです。そういう限られた地域の中でど
う生きていけばいいのかという話を吉村さんはされて
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おられました。そこから出てきたのが、近代的田園都
市構想 20 万都市論です。
　これは全く別の話になっちゃいますけれども、今か
ら 30 年ぐらい前に京都大学の上田篤さんという建築
学で社会学をやられた教授がですね、人口論を唱えた
ことがあります。最適人口は 30 万人だっていうんで
すよね。その地域の広さではなくて、その地域と言わ
れるのが 30 万人が一番適切だと。
　どうしてなのか。私も 77 年生きてきて分かった
んですけれども、初めてお会いしました今村さんと
ちょっと話をしました。そうしたら、金清さんが仲間
だったんですとか、石川さんのお友達だったんですと
いうことが話のついでに出てくることがあります。
　要するに、30 万人というのは、非常に分かりやす
く言えば、人と人の繋がりが良くても悪くても繋がっ
ていく地域だっていうことです。そしてなおかつ、こ
れは集落と違いますから、日常的に常に見られてると
か、日常的に常に地域の中にだとか、そういう窮屈な
ものではありません。何かあった時に何か会って話し
た時に、ああそうか、お前そうだったのかというよう
な、そういう付き合いがあったのかってことが分かる
地域です。要するに地域経営の基本というのはです
ね、僕は人の繋がりだと思ってますから、その人の
繋がりっていうのがどうあったらいいのかなっていう
のが、やっぱり帯広という町の中で帯広と帯広の森を
考えてる時に、大事な一つの流れのポイントになるん
じゃないかなっていうふうにも思っています。
　そんな流れの中でですね、ここでもう一度金清さん
にお願いしたいんですけれども、金清さん、成人になっ
て、先程自己紹介を含めてこっちへ来られて、帯広の
森にうまい具合に関わることが出来たと。僕らがお願
いしたような経緯もあるんですけれども、そんな中で
ですね、ここで商売をやられていて、なおかつ今は東
京にお住まいですけれども、子供もここで育てられて
ですね、そういうことを含めて十勝という地域を、そ
の金清さんのご商売を通してどんなような楽しみと苦
しみみたいなのを感じましたか。

金清さん）

　十勝の話を随分されたので、僕がするかというとこ
ろはありますけども、ランドスケープという私どもの
プロフェッションから考えるということが、実は今、
十勝に限らず全国の地方都市ですごく、求められてい
る。都市計画の中の一分野としての緑地とかというこ

とよりも、もう少し、例えばその街のプライド、誇り
であるとか、シンボルであるとか、何かもっと精神的
な拠り所を期待するものとして緑に絡むことが期待さ
れているようになっていて、そういうふうな問いかけ。
何とかならないかというようなことを我々の仕事の仲
間に問われることが多くなってきていますね。十勝は
何て言うんだろう、その吉村市長の時に、グリーンベ
ルトというのもしっかり考えられて、都市はスプロー
ルさせないという、しかも畑にしたところをまた森に
戻すというすごい提案をされていて、それで今 50 年
経って森になってきたと。
　私たち、これから 50 年、100 年に向かってもっとそ
れを、質を上げていくとかっていうだけじゃなくて、
何かできることはあるんじゃないかって、今日ここに
来て考えていたんですけども、今日作ってもらった地
図があるじゃないですか。大きくなって、その上を歩
けるようになっているやつ。
　グリーンベルトって横につなぐ。それって市民生活
から言うと、出会うチャンスがそんなに多くはなくて、
街から外へ横断していく時にちょこっと通るんだけれ
ども、その時には森の実感ってあまり感じないと思う
んです。あの地図を見ていると、川とかいろんなもの
がまちの中に刺さっていく。
　まちの外から日高の方から繋がってくるというよう
な。それはグリーンベルトに対してウェッジ（楔のこ
と）っていうんですけど、楔をまちの中にどれだけ打
ち込むかっていうのが、多分計画者としてはすごく重
要なことかなと。そうすると、もっと普段の生活とよ
り近い緑の関係、せっかくすごくできている、しっか
りできつつある緑と市民の関係をもっと近くにできる
可能性があって。
　あの地図はうちの赤嶺が作ったみたいですけど、だ
いぶ脚色があって都合よく作られているから、ちょっ
とそういう楔が強く見える、実際よりも強く見えてる
と思うんですけど。さらにあれを今よりももっと強
めていくようなことをこれから 50 年めがけてやると、
まちは本当にすごく誇れるものになる。ちゃんとした
田園都市が出来上がるのではないかと思います。

山田さん）

　その楔を打つということを、もう少し詳しくお話し
いただけませんか。そういうふうになってくると意味
が全く違ってくると思うので、ぜひその辺のお話を聞
かせてください。
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金清さん）

　ベルトってぐるっと囲むようにあるじゃないです
か。地図より内側に。
　もともと十勝川と札内川はこのまちを囲むように外
側にベルトを通すという計画です。そこにこっち方向
に川が入ってたり、帯広川とか売買川とかいろいろ川
がありますけども、これをしっかりとしたその緑地と
して、市内でこの緑ヶ丘公園とかもそうですし、そう
いうのをもっとまちの中に展開していくと、人との触
れ合う、住んでいるところから近いところで緑に触れ
合えて、それがそのまま帯広の森にもつながっていく。
　それは生物的にも連続していくだろうというような
ことです。ベルトって、なんかすごく力強そうなんだ
けど、ベルトよりも実はこっちのくさびの方が街に
とっては効果的なんです。だからこれから 50 年かけ
てくさびをいっぱい作っていったらどうですかってい
う、そういう話でした。

山田さん）

　ありがとうございます。

石川先生）

　今の話はものすごく大事です。グリーンベルトとい
う言葉は、1944 年にイギリスのロンドンがドイツ軍か
ら爆撃されて戦災復興計画の中で生まれてきた概念で
す。都市の膨張を防ぐために緑で制御する。
　金清様のお話は、そこにくさびをいれていくという
重要な提言です。その基礎となるものが、土地の自然
環境、水、湧水も含めて、地質等を総合化したものが、
先ほどのビオトープマップなんです。
　この基礎となる図面を赤嶺さんが作成してください
ました。これがあればもっと細かくできると私は思っ
ています。はじめの一歩で、ものすごく良い図面を作っ
ていただいたと思っています。小さな小川、普通はこ
ういう十勝川の雄大なものに比べたら、小川なんて図
面に入らないですよね。でも、そこに暮らす人にとっ
ては、小さな川とか湧水とか、それから独立木とかが
大事なのです。
　それから緑ヶ丘公園、心配で心配で夜も眠れないぐ
らいです。正直言いますと、皆さん、市民の方がしっ
かりしていないとだめですよ。緑ヶ丘公園は、ビオトー
プマップつくれば、随分、大事さが、わかると思いま
す。水があったり、湧水があったり、公園の潜在的力
を理解することができます。

　いまは、発信していくことが重要であると思います。
逆輸出っていうんですか、それが帯広のまちの誇りに
つながるし、プライド・オブ・プレイスですね。自分
の生まれたところに誇りが持てる、そのために心を砕
く。それが、帯広では、できると思います。

山田さん）

　ありがとうございます。
　時間がなくなってきたものですから、先へ進めたい
と思います。今のビオトープの話ですけれども、あり
がたいことに、街の中を流れている２本の川は売買川
と帯広川、これは過去は何回か洪水を起こしたことが
あるんですよね。
　それは今、売買川は札内川に、それから帯広川は十
勝川に放水路ができて、水量調整が市街化区域の中で
調整できるようになっています。ということは、今帯
広神社の横に流れている帯広川、これはちょっと上流
に行くと帯広の森の中を流れていますから、帯広の森
のところの帯広川はまだ放水路はありませんから、そ
の下流側ですから。
　ですから、今言われた新しいまちづくり、ビオトー
プ、何だろうなと思っていたんですけれども、まちづ
くりの中で、単に帯広の森だけじゃないよっていうよ
うなニュアンスでもないとは思うんですけれども、帯
広の森っていう名前もネーミングを変えたらいかがで
すか、考えてみたらいかがですか。
　これも一つの刺激だろうと思います。結果として
帯広の森公園になるかもしれないけれども、じゃ、
みんな帯広の森のネーミング考えてみようや。何か
おもしろい、横文字は嫌だけれども、漢字だったら
いいよという人がいるかもしれない。そんなような
ところの辺ができてくると面白いなって、今聞いて
いて思いました。
　ということは、話を戻せばですね、帯広川も売買川
も我々のためにもっと有効利用ができる。単に排水路
じゃない、川だよっていうことを今言ってくれたよう
な気がします。その辺でどう緑地を作っていくのがい
いのか。
　緑地というわけじゃないですけども、どう、市民が
遊べれるような川を作っていけばいいのか。それから、
ありがたいことに帯広市は先ほど明治 17 年にも開拓
史の段階で都市計画図が一回出来上がってるわけです
から、その時、格子状の 20 間道路、10 間道路で本通
り、中通りがはっきりしてまして、帯広市内の旧市街
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地という言い方をしたら怒られちゃいますけれども、
かなりの部分は都市計画区域の中のかなりの部分がで
すね、本通りと言われているところはたいてい街路樹
が入ってます。
　その街路樹がいろいろクレームの対象になること
もあるし、何かあった時に、もう古くなったりもあ
るから危険な場所もないわけじゃないですけれども、
それもありがたいことに、この木でなきゃだめだっ
ていう決まり方は、歴代市長といいましょうか、歴
代部長といいましょうか、歴代課長といいましょう
か、その時の流れっていうわけじゃないけれども、
その時手に入りやすい木なのかもしれないし、担当
者の好きだった木かもしれないし、色んな木が入っ
ています。
　トチノキがあったりですね、それから、マツはあ
んまりないですね。基本的に広葉樹が多い。そうい
う街路樹が帯広の中にたくさんあって、本通りにほ
とんど入ってます。
　ですから、人の住むところから、この市街化区域と
いうのは帯広市だけではないわけですけれども、日高
山脈までは帯広市で、帯広市の中に国立公園がどかん
とでかいのがあるんですけれども、それはちょっと今
の話がそぐわないんで、とりあえず都市計画区域とい
う中で見ていったときに、この十勝 19 市町村の一番
いいとこにあるわけです。
　オベリベリってのが、アイヌ語で言えば川の集まる
ところという意味ですから、その川が集まるところに
人が集まりやすいのも事実なわけですから、次なる可
能性としてビオトープという一つのテーマをいただき
ながら、我々は新しい帯広の森のありようを考えてい
く時期なのかなと思っています。
　さきほどワークショップのポストイットを眺めて
いたらですね、水あそびのことを言われている方が
何人かいらしたようです。今、帯広の森はですね、
残念ながら農業用の排水路という形での小川のよう
な川はありますが、残念ながら川という名前の水は
ありません。
　後々、これも考えようでですね、もうちょっと帯広
川の方から水をいただきましょうと。そしてまたそれ
を元に戻しますよと。ただし、これは金がかかります。
それから、先ほどどこかのワークショップのチームで
言ったけれども、何かチームじゃなかった、金清さん
に言われたのか。道路がですね、栄通りで切られてい
るんじゃないかということを指摘されました。

　西帯広ニュータウンから大空団地に上がって運動施
設に行く。あの道でですね、例えば人道橋を渡すとか、
今そのために過去、大空団地の方々が、エゾリスが我
が団地の中に遊びに来ても、帰った時に随分車に轢か
れてると、そんなような話が出ていました。今、実態
としてこの間、私共もワークショップをやってる時に
エゾリスが潰されていました。別にエゾリスのための
まちづくりをするわけじゃないんですけれども、そん
なところも見ていくと、何かまだ目先でやることを課
題としてやっていくこと、そして何よりも 50 年後と
いう大きな夢を持っていこうということですから、今
日ワークショップで出された課題というのはですね、
我々市民に関わる動きの課題っていうのが非常に大き
なものが、結果として施設とか何とかって言いました
けれども、やはり市民一人一人の普段の行いと心持ち
がですね、いろんな形で影響してくるんじゃないのか
なと思います。
　これは帯広市民全員に考えてくれという意味じゃ
なくても、僕はいいと思ってます。関心のある人は
一生懸命やろうじゃないかと。先程のワークショッ
プの第 1 グループで、高校生がもう少し子どもの小
学校とお父さん、お母さんの間に入って、何かやれ
ることがあるんじゃないかっていうようなことの提
案がありました。
　別にそれを組織だってやる必要はないですが、あ
りがたいことに今、帯広の森ははぐくーむという施
設があります。そこの中に日月くんをはじめとして
優秀なスタッフが揃ってます。そういうところへ相
談していくとですね、またさらにいろんな繋がりと、
それからいわゆる市民が利用するための公園として
のものが一番の声なわけですから、もっと新しい夢
と希望が出てくるんじゃないのかなと改めて感じた
ところであります。
　時間ぎりぎりですけれども、何か今村さんの方から
順に最後にこれだけは絶対言いたいということをお願
いいたします。

今村さん）

　はい、そうですね。小さい子どもたちが森で自然の
中で遊んだ体験というのが、きっと将来、私自身の子
どもの頃もそうでしたし、何かそれが原体験となって、
自然のことを愛するというか、大切に思う気持ちにつ
ながっていくっていうふうに思っているので、そうい
うことが体験できる場所だということを情報として発
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信するとか、なるべく多くの人に足を運んでもらえる
ような丁寧な活動をこれからもやっていきたいなとい
うふうに思っています。はい、今日はありがとうござ
いました。

金清さん）

　さっきちょっと話したことにつながるかもしれませ
んけれども。
　50 年経って森の姿が見えるようになってきて、そ
こでどうやって使うかなというのがちゃんと考えられ
るステージに来たのかなと。
　しっかりした計画があって今に至っているわけです
けども、その中で多分いろんな試行錯誤をされて、森
がちゃんと育ったところで全部切って何か作ろうと
か、なかなか発想しづらいと思う。ちょっとずつ間伐
してみたり、入れ替えてみたり、ちょっとずつちょっ
とずつ変わっていけばいいんだと思うんです。
　それが多分、自然の森ではなくて、人が関わる森で
すから、そこに住む人が一体どんなふうな思いでその
森と接しているかっていうのが、いずれ形になって表
れてくる。だから、森を見たら帯広の文化がわかると
いうか、文化を映す鏡というみたいな形でいずれ見え
てくる。
　100 年後には多分そういう森が帯広の周りには展開
しているんだろうなと。今はまだ森の姿をしているだ
けで、まだ文化とかそういうものまでこう投影されて
いないというか、反映されてない。これからそういう
時代に入っていくんじゃないかなと思っています。

石川先生）

　私は何が言いたいかといったら、「市民力」です。
すごいと思います。今日、ワークショップやろうと言
い出したのは私なんですよ。でも、やはり、ワーク
ショップってちょっと心配でした。
　しかし、今日はお一人お一人の方がきちんとご自分
の意見をおっしゃって、ファシリテーターの方も素晴
らしかった。一人一人の皆さんがですね、きちっと問
題に正面から向き合って、しかも自由に発言して、お
互いにきちっと言いたいことを持ってですね、まとめ
て発表されて、私はこの力があればどんなことでもで
きると思います。
　やはり嬉しいのは、帯広では、相手の方の顔が見え
ます。東京にいると分かんないんですよ。顔がみえれ
ば、ヒューマンパワーが生まれると思います。

ありがとうございました。
山田さん）

　市長は公務があるにもかかわらず、最後まで残って
いただけました。もし市長、何か感想でも結構ですか
ら、何かありましたら一言お願いできれば。

米沢市長）

　今日は本当に皆さんどうもご苦労様でした。今、皆
さんからお話を伺って、帯広市民の皆さんの持ってい
るパワーですとか、これまでの 50 年でここに培って
きたといいますか、積んできたパワーといいますか、
そういうものも改めて感じさせていただきました。
　行政だけでできないことも十分認識しておりますけ
れども、行政でなければできないこともいっぱい感じ
ております。先生から緑ヶ丘公園の件で随分夜も寝ら
れなくて心配してると言われましたので、この辺も
しっかりと受け止めなくてはいけないなというふうに
感じているところです。
　社会的共通資本のお話もございました。私、今 4 期
目をやらせていただいてますけれども、4 期目の公約
には、森とみどり、みどりと一緒に住んでいくまちづ
くりという形を入れています。先ほどのお話にもあり
ましたけれども、やっぱり我々の文化をこれからどう
作っていくか、それが森にちゃんと反映されていくん
だと言うお話も、なるほどと思って伺ったところであ
ります。
　言いたいことがいっぱいありますけれども、今日
はとてもいい時間になりました。ありがとうござい
ました。

山田さん）

　市長がここまでいてくれるんだったら、初めからパ
ネラーに入ってもらえばよかったですね。次回からそ
んなことを心がけながら、今日のシンポジウムをこれ
で終了したいと思います。どうもありがとうございま
した。　　
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漫画冊子

制作者　北海道森林管理局　平田　美紗子　氏
●北海道森林管理局の職員であり、かつ森林業漫画

家として、森林・林業に関するイラストや漫画を
多数執筆。

●本事業の実施にあたり、地域連携事業として北海
道森林管理局にご協力をいただいた。

対 象 者 子ども

制作目的
具体的な情報提供や知識解説を織り交ぜなが
ら、帯広の森の歴史や価値をわかりやすく伝
えて、思いなどを次世代につないでいく。

活用方法

指定管理者による帯広の森での体験学習と
しての活用や、小中学校やとかちプラザな
どの公共施設への設置のほか、帯広市図書
館の電子版による公開など。

規 格 等 B5版 16ページ（表紙・裏表紙込み）

写真絵本

制作者　写真家　写真絵本作家　小寺　卓矢　氏
●「森のいのち」「いろいろはっぱ」など、森や自

然に関する写真絵本を制作。
●書籍出版のほか、スライドトークショーや写真

絵本作りワークショップ、学校や公共図書館で
の写真体験プロジェクト指導など幅広く活動さ
れている。

対 象 者 一般市民

制作目的
帯広の森が担う普遍的意義や森林生態系そ
のものが持つ存在価値を、より感覚的・抽
象的・情緒的に伝える。

活用方法
保育所、幼稚園、小中学校や帯広市図書館
等の公共施設への設置や、帯広の森での森
林体験事業等での導入や動機付けなど

規 格 等 AB版 32頁（本文）

事業概要と目的

　子供向け漫画冊子と一般市民向け写真絵本の２本立てとして、本の対象者や活用方法にメリハリをつけ、相
互補完的に活用することで、帯広の森への理解と親しみを醸成すること。
　なお、本事業の実施にあたり、デザイナーの檜山　知弘氏に携わっていただいた。

絵本作成（漫画冊子・写真絵本）
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目　的

　帯広の森の認知度や利用状況のほか、どのように過ごしたいのかなどの市民ニーズを収集し、今後の整
備や利活用等を考える上での基礎データとすることを目的としている。

調査対象と方法

　アンケートに関するチラシを、帯広の森・はぐくーむや体育施設のほか、図書館やとかちプラザなどの
公共施設、中学校や高等学校に配布し、web や用紙により回答してもらうこととした。また、帯広市 HP
や帯広市公式 LINE でも周知し、帯広市民に限定せず幅広く調査を行った。期間は、令和 6 年 8 月 6 日か
ら令和 6 年 10 月 15 日までとした。（回答数：1,061 人）

調査項目と内容

　帯広の森の利用に関することや、これからの森での過ごし方などの 21 項目を設定した。質問内容の詳細、
回答は以下のとおり。

調査結果の概要及び考察

（1）回答数 1,061 人（web 1,061 人、用紙 0 人）
（2）回答者の属性
回答者の居住地は、帯広市内が 929 人（約 88%）、帯
広市外が 132 人 （約 12%）となった。
　なお、回答者の年齢割合は図 1 のとおりとなった。

（3）帯広の森に関する事柄で知っていること
【あなたが「帯広の森」に関する事柄で知っているも
のを選んでください。】という質問について、3 つま
で当てはまるものを選択、回答してもらった。結果
は表 1 のとおりで、「帯広の森」に関して知っている
ものは、多いものから順に「体育施設」が 905 人、「は
ぐくーむ」が 598 人、「市民の森」が 490 人であった。

第2節 帯広の森に関するアンケート

10代
40％

（420人）

40代
15％

（160人）
20代
6％

（58人）

20代
6％

（58人）

30代
9％

（90人）

30代
9％

（90人）

60代
9％

（96人）

60代
9％

（96人）

回答者
1,061人
回答者
1,061人

10歳未満
0％

（4人）

10歳未満
0％

（4人）

80歳以上
0％

（4人）

80歳以上
0％

（4人） 70代
4％

（46人）

70代
4％

（46人）

50代
17％

（183人）

50代
17％

（183人）

図1：年齢
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905体育館、プール、野球場やパークゴルフ場などの体育施設がある

森や体育施設等を含めて400ha以上の面積があり、
全てが「公園」である

帯広の森を中心としたグリーンベルトが、十勝川・札内川と連携して
帯広の市街地をとり囲むように配置されている
森づくりに継続的に取り組む市民団体として

「森づくり活動団体」がある

開拓した農耕地に植樹し、開拓前の森に戻すことを目標にしている

知っているものはない

百年の大計として、現在も間伐や補植など
森づくり活動が続けられている

森の育成・利活用拠点として「帯広の森・はぐくーむ」がある

市民が植樹・育樹してつくった「市民の森」である

598

490

264

230

206

188

174

71

表1：知っているもの

 帯広市 みどりの課
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　帯広の森の認識としての多くが「体育施設」である一方で、育成や利活用の拠点施設である「帯広の森・
はぐくーむ」や、「市民の森」であることを認識している人も一定数いるため、市民植樹祭などの市民協
働の取組みのほか、帯広市や指定管理者のこれまでの活動が、そういった施設の存在を認知させることに
つながったと考えられる。

（4）「帯広の森」の好きなところ、好きな理由
　【あなたは「帯広の森」のどこが好きですか。】また、【好きな理由を教えてください。】という質問につ
いて、自由記述で回答してもらった。

表 2：好きなところ、好きな理由

好きなところ 人 数 理　由

自然が豊か、緑が多い、
動物、木、野鳥、草花、虫　など

291

自然がいっぱいだから
自然の中にスポーツ施設があるから
リス等の動物が見られるから
身近に自然を感じられるから
静かでゆったりしていて心が落ち着くから
歩くだけで自然を感じられるから
空気が綺麗だから
広大だから

スポーツ施設が沢山あること、
プール、オーバル、野球場、
アイスアリーナ、サッカー場、
陸上競技場、体育館、弓道場、
テニスコート、パークゴルフ場、
研修センター　など

279

スポーツ施設が綺麗に整備されていて使いやすいから
色んなスポーツができる又は観戦できるから
大規模な大会が開催されているから
子供がスポーツ施設を利用しているから
学生時代の思い出があるから
自然に囲まれて気持ち良くプレー出来るから

風景、もりの山　など 68
自然や緑が綺麗だから
もりの山から市街地や日高山脈を一望出来るから
自然と都市の一体感があるから

特に無い、行ったことがない　など 43 行ったことがないのでわからない

散策路、遊歩道　など 32
歩きやすいから
自然を楽しみながらウォーキングができるから

四季折々の景色　など 31 花、緑、紅葉、雪景色など色々な景色が見られるから

はぐくーむ 24
様々な体験イベントに参加出来るから
子供が利用出来るから

その他
森の交流館、JICA、ぱわっく
帯広の森の成り立ちや構想　など

90 色々な施設が集まっているから

合　計 858

　前述の（3）帯広の森に関する事柄で知っていることの回答では、「体育施設」が一番多かったが、帯広
の森の好きなところでは「体育施設」よりも「自然が豊か、緑が多い、動物、木、野鳥、草花、虫など」
が一番多く、自然の豊かさが帯広の森の魅力になっていることがわかった。
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（5）「帯広の森」利用について
【あなたは「帯広の森」を利用しますか。】という
質問について、当てはまるものを選択、回答して
もらった。
　結果は図 2 のとおりで、「利用している」が 491
人（約 46％）、「過去に利用したことはあるが、今
は利用していない」が 405 人（約 38％）、「全く利
用していない」が 165 人（約 16％）となった。

　現在、利用していない方々が半数を以上を占め
ており、帯広の森を利用しなくなった理由を把握
することで、今後の利活用促進に向けた検討に活
用できるものと考える。

（6）帯広の森を利用する季節
　【帯広の森をどの季節に利用しますか。】と
いう質問について、当てはまるものを全て選
択、回答してもらった。
　結果は表 3 のとおりで、前述の（5）【あな
たは「帯広の森」を利用しますか。】で「利
用している」と答えた 491 人（以下、利用し
ている人）が利用する季節は、夏（444 人）
が最も多く、続いて秋（374 人）、春（363 人）、
冬（268 人）となっており、夏場の利用が多
い傾向ではあるが、1 年を通じて利用されて
いることがわかった。
　

（7）利用頻度
【どれくらいの頻度で帯広の森を利用しますか。】と
いう質問について、当てはまるものを選択、回答し
てもらった。
　結果は図 3 のとおりで、利用している人のうち、
利用頻度は多いものから順に「月に数回」が 291 人

（約 59％）、「週 1 ～ 2 回」が 72 人（約 15％）、「ほ
ぼ毎日」が 70 人（約 14％）、「週 3 ～ 5 回」が 58 人（約
12％）となった。

　「ほぼ毎日」、「週3～5回」が4分の1を占めており、
利用されている方は、日常生活の一部として利用さ
れていることがわかった。

利用
している
46％

（491人）

全く利用して
いない
16％

（165人）

過去に利用
しとことはあるが、
今は利用していない

38％
（405人）

過去に利用
しとことはあるが、
今は利用していない

38％
（405人）

図2：利用状況
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1,061人
回答者
1,061人
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（58人）
月に数回
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（291人）
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15％

（72人）

ほぼ毎日
14％

（70人）

図3：利用頻度

回答者
491人
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491人
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春

夏

秋

冬

363

444

374

268

表3：利用する季節
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（8）利用する時間帯
　【主に何時ごろに利用しますか。】という質問について、
当てはまるものを選択、回答してもらった。
　結果は図 4 のとおりで、利用している人のうち、利用時
間は多いものから順に「9 ～ 12 時」が 142 人（約 29％）、「15
～ 18 時」が 125 人（約 25％）となっており、1 日を通じ
て満遍なく利用されている。

（9）移動手段
　【どのような手段で帯広の森に来ますか。】という質問
について、当てはまるものを選択、回答してもらった。
　結果は図 5 のとおりで、利用している人のうち、移動
手段は多いものから順に「乗用車（レンタカー含む）」が
277 人（約 56％）、「自転車」が 172 人（約 35％）と、乗
用車と自転車だけで 9 割以上を占めており、これら以外
の移動手段の確保が課題であることがわかった。

（10）誰と利用するか
　【主に誰と利用しますか。】という質問について、当て
はまるものを選択、回答してもらった。
　結果は図 6 のとおりで、利用している人のうち、誰と
利用するかは多いものから順に「部活・サークル仲間」
が 192 人（約 39％）、「子供」が 80 人（約 16％）、「ひとり」
が 69 人（約 14％）となっており、回答者の 4 割が 10 代
を占めていることもあり、体育施設を利用する「部活・サー
クル仲間」が 4 割程度となっている。

（11）滞在時間
　【1 回の利用でどれくらい滞在しますか。】という質問に
ついて、当てはまるものを選択、回答してもらった。
　結果は図 7 のとおりで、利用している人のうち、滞在
時間は多いものから順に「1 時間～ 3 時間」が 313 人（約
64％）、「30 分～ 1 時間」が 78 人（約 16％）、「3 時間～ 5
時間」が 66 人（約 13％）となっており、3 時間以内の利
用が 8 割以上を占めている。

早朝～9時
9％

（42人）

9時～12時
29％

（142人）
15時～18時
25％

（125人）
12時～15時
20％

（98人）

18時以降
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（84人）

18時以降
17％

（84人）

図4：利用時間
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図5：移動手段
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図6：誰と利用するか
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図7：滞在時間
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（12）利用する主な目的
　【帯広の森を利用する主な目的を教えてください。】という質問について、3 つまで当てはまるものを選
択、回答してもらった。
　結果は表4のとおりで、利用している人の利用目的は、多いものから順に「運動公園内での運動」が228人、

「散策・休憩」が 127 人、「遊び」が 114 人となっており、運動公園内での運動が最も多くなっている一方
で、散策・休憩や遊びなども一定数いることや、それ以外の利用目的もあり、多様な目的で利用されてい
ることがわかった。

（13）利用する施設
　【主にどの施設を利用しますか。】という質問について、当てはまるものを全て選択、回答してもらった。
　結果は表 5 のとおりで、利用する施設は、多いものから順に「市民プール」が 116 人、「明治北海道十勝オー
バル」が 105 人、「帯広の森・はぐくーむ」が 98 人となった。

0 50 100 150 200 250（人）

228運動公園内での運動
散策・休憩

遊び
イベント参加
自然観察

学校行事（授業・遠足等）
運動公園以外での運動

人との交流
ペットの散歩

ボランティア活動
研修

文化芸術活動
調査研究
育樹活動
植樹活動
その他

127
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42
40
38
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20

9
6
3
1
1

103

表4：利用目的
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116市民プール
明治北海道十勝オーバル

帯広の森・はぐくーむ
体育館

帯広の森研修センター（ぱわっく含む）
アイスアリーナ

園路
森林

森の交流館・十勝、JICA帯広
帯広の森市民農園、サラダ館

陸上競技場
野球場
もりの山

スポーツセンター
広場（芝生）

あずまや・ベンチ
テニスコート

パークゴルフ場
球技場

弓道部・アーチェリー場
その他

105
98

86
86

82
75
73
70
67

63
59

54
51

30
29
29

25
12
10
14

表5：利用する施設

171



　前述の（3）【あなたが「帯広の森」に関する事柄で知っているものを選んでください。】で得られた回
答と同様に、運動公園内の施設利用が上位を占めている。一方で、帯広の森の拠点施設である帯広の森・
はぐくーむも同水準で利用されている。
　これは、前述の利用目的である散策・休憩、遊び、イベント参加、自然観察などが、帯広の森・はぐくー
むの利用につながっているものと考えられる。

（14）満足度
　【帯広の森について満足度を教えてください。】という質
問について、当てはまるものを選択、回答してもらい、また、

【上記の満足度の理由を教えてください。】という質問につ
いて、自由記述で回答してもらった。
　結果は表 6 のとおりで、　6 割程度の人が「満足」、「やや
満足」と回答している一方で、帯広の森に行ったことがな
い等の理由から 3 割程度の人が「普通」となっている。

表6：満足度

満足度 人 数 理　由

満足
351

（33％）

悪いところがない、きれい、広い
利用しやすい、心が安らぐ
気持ち良くスポーツができる
色んなスポーツをしたり観戦できる
スポーツ施設が綺麗に整備されていて使いやすい
駐車場が広い
自然が豊か

やや満足
257

（24％）

施設が綺麗、施設が古い
利用しやすい、普段利用しない人にはわかりにくい
色んなスポーツ施設が揃っている
自然が豊か、虫がいる
近い、遠い

普通
342

（32％）

スポーツ施設があることしか知らない
行ったことがないからわからない、利用しない
最近は行っていない
良くも悪くもない
遠い、交通の便が悪い
何があるのかわかりにくい
施設が老朽化している

やや不満
69

（7％）

施設が古い、子どもの遊び場が無い、駐車場が足りない
空調等の設備に不満、各施設への入口がわかりづらい
遠い、自家用車がないと行けない、バスの便が少ない
色んな施設があるが入りづらい
スポーツ施設では団体利用者が多くて個人で使いにくい
スポーツ施設しか知らない、利用の仕方がわからない

不満
42

（4％）
遠い、森の手入れが悪い
利用していない、帯広の森のことがわからない

合計 1,061

やや不満
7％

（69人）

不満 4％
（42人）

満足
33％

（351人）普通
32％

（342人）
やや満足
24％

（257人）

図8：満足度
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（15）利用しない理由
　【帯広の森を利用しない理由を教えてください。】
という質問について、当てはまるものを選択、回答
してもらった。
　結果は図 9 のとおりで、前述の（5）【あなたは「帯
広の森」を利用しますか。】で「過去に利用したこ
とはあるが、今は利用していない」または「全く利
用していない」と答えた 570 人のうち、利用しない
理由は多いものから順に「目的がない」が 249 人（約
44％）、「場所が遠い」が 114 人（約 20％）、「時間
がない」が 73 人（約 13％）となった。
　
　目的がないが 4 割以上を占めており、帯広の森が
持つ様々な魅力の向上や情報発信ができていないこ
とが 1 つの要因であると考えられる。

（16）どのように過ごせたら楽しいか、またはやってみたいことはあるか。そのためには何が必要か
　【あなたは、帯広の森でどのように過ごせたら楽しいと思いますか。または、やってみたいことはありま
すか。】、また、【上記の過ごし方・活動をするにあたって、必要なものは何ですか。】という質問について、
自由記述で回答してもらった。
　結果は、表7に9つの要素別にとりまとめた。帯広の森での過ごし方、やってみたいこととして、運動や遊び、
ゆっくりのんびり過ごす、飲食などが多くあったほか、そのために必要なものとして、カフェやレストラン、
遊具、キャンプ場などの施設、トイレやベンチなどのインフラ施設を求める声が多くあることがわかった。

表 7：過ごし方、やってみたいこと、必要なもの

要素 1 ゆっくり、のんびり、ゆったり　など 66人

過ごし方
やってみたい

こと

●友達や家族と気軽に行ってゆっくりしたい、喋りたい
● 1人で時間を気にせずゆっくり過ごしたい、くつろぎたい
●森の中をゆっくり散策したい　●読書を楽しみたい　●日陰でゆっくりしたい

必要なもの ●ベンチ　●トイレ　●休憩所、四阿　●カフェ、レストラン、キッチンカー　●芝生

要素 2 飲食、カフェ　など 49人

過ごし方
やってみたい

こと

●森の中や見晴らしの良い所にカフェがほしい
●自然の中でお茶や珈琲を飲んだり、おいしいものを食べたい
●家族で楽しめる飲食スペースがほしい　●運動後や散歩の途中で休憩出来る場所がほしい
●とかちマルシェのような食のイベントを開催してほしい

必要なもの ●カフェ　●レストラン　●キッチンカー　●キャンプ場

要素 3 運動、スポーツ、トレーニング、散歩　など 163人

過ごし方
やってみたい

こと

●子どもや犬と一緒に散歩がしたい、のんびり自然散策したい
●ウォ―キング、サイクリング　●自然を感じながらスポーツを楽しみたい
●気軽に色んなスポーツを体験したい　●プロの試合を観戦したい

必要なもの ●カフェ、レストラン、キッチンカー　●遊歩道、園路の整備　●休憩所、ベンチ、トイレ
●バスなど交通機関　●コンビニ　●宿泊施設、合宿所

場所が遠い
20％

（114人）

時間がない
13％

（73人）

目的がない
44％

（249人）

何ができるか
わからない 7％
（43人）

何ができるか
わからない 7％
（43人）

その他 5％（26人）その他 5％（26人）近所の公園を
利用している 4％
（26人）

近所の公園を
利用している 4％
（26人）
魅力ある設備や
施設がない 7％
（39人）

魅力ある設備や
施設がない 7％
（39人）

図9：利用しない理由
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要素 4 自然、動植物　など 61人

過ごし方
やってみたい

こと

●森林浴、自然散策　●リス、野鳥、昆虫、野草、木、花などを観察したい
●自然や四季を感じてリラックスしたい　●自然を感じながらスポーツを楽しみたい
●子供と一緒に自然の中を歩いたり、遊びたい　●自然の中で飲食したい

必要なもの ●カフェ、レストラン、キッチンカー　●キャンプ場
●自然を案内する人、案内図、魅力の発信　●休憩所、トイレ　●遊歩道の整備

要素 5 子供、子育て、乳幼児　など 52人

過ごし方
やってみたい

こと

●子供向けのイベントをやってほしい　●乳幼児や未就学児が屋内で安全に遊べる場所がほしい
●子供と一緒に過ごせる場所がほしい　●屋内外にもっと子供向けの施設がほしい
●子供が自然に触れられる空間がほしい

必要なもの
●カフェ、キッチンカー　●キャンプ場　●大型遊具、室内遊具、児童会館のような遊具
●キッズスペース、乳幼児の飲食スペース、涼しい休憩スペース
●バス等の交通機関、トイレ

要素 6 遊び、遊び場　など 71人

過ごし方
やってみたい

こと

●大人も子供も一緒に遊べる場所がほしい　●レジャー施設がほしい
●水遊びができる場所、冬でも遊べる施設がほしい
●市外にあるような広い公園、屋内遊戯施設が帯広にもほしい
●森のアスレチック、ハンモック、ブランコで遊びたい

必要なもの ●屋内遊戯施設、屋外遊戯施設　●大型遊具、木製遊具、木　●水遊び場、キャンプ場
●カフェ、キッチンカー　●涼しい場所、飲食スペース

要素 7 イベント　など 49人

過ごし方
やってみたい

こと

●野外音楽フェス　●子供向けのイベント、お祭り、花火
●とかちマルシェやファーマーズマーケットのような食のイベント　●芸術祭
●自然を楽しめるイベント　●スポーツのイベント

必要なもの ●キャンプ場　●キッチンカー、カフェ　●飲食スペース、休憩スペース
●イベント情報の発信

要素 8 バーベキュー、キャンプ、ピクニック　など 69人

過ごし方
やってみたい

こと

●キャンプ
●バーベキュー
●ピクニック

必要なもの ●キャンプ場、炊事場、トイレ、コテージ、宿泊所　●カフェ、レストラン、キッチンカー
●芝生、テントを張るスペース　●テントや焼き台などのレンタル

要素 9 その他 228人

過ごし方
やってみたい

こと

●ない、わからない　●犬と遊びたい
●交通の便を良くしてほしい、遠い、坂を上るのが大変
●コンビニ、温泉、サウナがほしい　●施設内を涼しくしてほしい

必要なもの ●カフェ、レストラン、キッチンカー　●ドッグラン　●交通手段　●宣伝　●冷房
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（17）今後の「帯広の森づくり」に必要な取組み
　【次の 50 年に向けて、帯広の森の価値や魅力を未来に引き継ぎ、より身近に感じていただける利活用を
促進するために、今後の「帯広の森づくり」にどのような取り組みが必要だと思いますか。】という質問
で当てはまるものを 3 つまで選択、回答してもらった。
　結果は表 8 のとおりで、「帯広の森づくり」に必要だと思う取り組みは、多いものから順に「利活用し
やすい環境をつくる」が 540 人、「意識・関心を高める」が 401 人、「情報を積極的に発信する」が 245 人
となった。

　必要なインフラ等の整備、帯広の森が持つポテンシャルを市民に知ってもらい関心を持ってもらうこと、
そのための情報発信を強化することが必要となることがわかった。

（18）おわりに
　本調査から、造成開始から 50 年を経過する帯広の森の使われ方や利用実態、帯広の森の満足度や必要
と思うもの等について基礎データを得ることできた。
　現状では、帯広の森に対する認識は「体育施設」が一番であり、帯広の森を利用する人の利用形態もそ
れに沿ったものが多くある一方で、利活用の拠点施設である「帯広の森・はぐくーむ」も一定程度利用さ
れていた。帯広の森を利用しない人は「目的がない」ことが一番の理由となっていたため、今後、四季を
通じた自然の魅力や各施設で実施している様々なイベント等の情報発信に加え、必要なインフラ等を整備
すること、知ってもらう、利用してもらうといった仕掛けづくりが重要となる。
　なお、これらの基礎データは、多くの市民の皆様により一層親しまれる森づくりを進めていくために、
今後の森づくりの参考とするものである。
　最後に、本アンケート調査の実施に際し、ご協力いただいた方々をはじめ、長年にわたり帯広の森づく
りにご協力いただいている市民の皆様に心より感謝申し上げるとともに、今後ともさらなるご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

0 100 200 300 400 500 600（人）

540帯広の森を日常的に利用・活用しやすい環境をつくる
帯広の森に対する市民の意識や関心を高める
帯広の森に関わる情報を積極的に発信する

利用者が快適に過ごせるよう清掃や草刈りなどの管理を適切に行う
安全に安心して利用できるよう安全性や防犯を考慮した管理を行う

帯広の森を訪れるための交通の便や駐車場を確保する
森づくりに参加しやすい環境をつくる

森の樹木や森に棲む生き物を守り育てるための取り組みをすすめる
帯広の森の中で自発的に活動できる場をつくる

森づくりに関わる人材を育成する
帯広の森から発生する間伐材などを資源として有効に活用する
帯広の森の生き物や自然環境に関する調査研究をすすめる
帯広の森を中心とした「緑のネットワーク」づくりをすすめる

森づくりに関わる人たちの連携を図る
その他

245
401

208
192

175
162

137
88
86
69
55

37
36
35

表8：今後必要な取り組み
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